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午前10時00分 開議 

○議長（二橋益良） ただいまの出席議員は16名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で御報告いたします。 

 ここで、副議長より挨拶を申し上げます。 

  〔副議長 加藤弘己登壇〕 

○副議長（加藤弘己） 改めて皆様、おはようござ

います。副議長の加藤弘己でございます。何かと御

多用中にかかわらず傍聴にお出かけくださいまして、

議会を代表して御礼申し上げますとともに一言御挨

拶を申し上げます。 

 平成もあと２カ月ばかりとなりました。今、日本

では児童養護施設、高齢者に対する虐待、あおり運

転、高配当をうたった詐欺、そして偽電話詐欺と、

悪質で暗くなるような事件が多くあります。また、

近隣市では豚コレラの感染が確認されております。

反面、競泳女子のエースで白血病を公表した池江選

手への温かい善意の人々の激励も多くあります。こ

の３月には多くの園児、生徒、学生が新しい社会へ

巣立ちをいたします。 

 議員は、特に優しさ、穏やかさ、思いやり、献身、

他者への深い共感を持ち、秩序が保たれた社会づく

りをしなければならないと感じております。これか

らは安い労働力を得るために人・金・物が国境を越

えるというグローバル化が着々と進んでいきます。

このような時代こそ、議員の力を発揮しなければな

りません。日本で充実した暮らしと仕事ができるこ

とが重要です。国益優先の強い中、人道とか正義を

唱えることは大変なことです。利害とは別の価値観

を重んずることも大切なことです。いわゆるバラン

スのとれた考え方です。そして今、地域社会は大き

な変革を必要としています。改革をしなければ、自

治体は存続できない状況にあります。議員は変革の

旗手となることと、成熟した判断力、寛容さ、多様

性が必要となってきております。 

 また、市長は市民のリーダーです。市民の不安や

不満を洞察し、周りの目線に余りにも気をとられず、

人間的・社会的な視点から、豊かで希望のあるもの

に変えていってください。そして、市民の皆様に理

解・納得してもらうこと、職員にも合意をもらい、

10年後、30年後、50年後を見据えた長期展望をもっ

てリードしていただきたいと思っております。 

 さて、今３月定例会では、定住促進に向けた市内

の住宅を購入する世帯への助成金や、こども園化に

よる子育て支援の充実、浜名湖西岸土地区画整理事

業と産業の振興、観光・シティプロモーションなど

の推進を審査する平成31年度湖西市一般会計予算な

ど、35議案の審査を行います。また、本日より14人

が一般質問を行います。 

 一般質問は、消防団の充実・強化、定住人口増対

策、児童虐待防止対策、大規模土地区画整理事業、

新しい時代に即応した教育、障害の方の高齢化によ

る発生する問題、防災・減災対策、国民健康保険制

度、湖西病院の改革、市民協働によるまちづくり、

獣害対策、畜産臭気問題、スポーツ推進計画、都市

計画マスタープランなど、身近な問題です。 

 議員は、時にはまっしぐらな突破力が大切なこと

もあります。しかし、政治ではまっしぐらな突破力

より、バランス感覚のほうが文句なしに大事だと思

っております。市民の皆様の声を聞く機会をふやし

ていき、住みよい、住みたくなる湖西市、未来が明

るい元気のある湖西市を目指し、尽力を尽くします

ので、叱咤激励をお願いいたします。本日はまこと

にありがとうございます。 

○議長（二橋益良） 挨拶は終わりました。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりでござい

ます。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 今回、14名の議員の一般質問が通告されておりま

す。一般質問の日程を本日から３日間予定しており

ますので、本日５名、６日に５名、７日に４名の一

般質問を行うことといたします。予定された３日間

の日程で全ての一般質問が終えられるよう、質問者

及び答弁者の御協力を強くお願いを申し上げます。 

 本日の質問順序は、受付順により、１番、渡辺 
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貢君、２番、土屋和幸君、３番、竹内祐子さん、４

番、牧野考二君、５番、楠 浩幸君と決定いたしま

す。 

 なお、楠 浩幸君より、参考資料の配付を求めら

れましたので、これを許可しております。また、牧

野考二君の一般質問に対する答弁の参考資料として

当局より資料配付を求められましたので、これを許

可しております。資料はあらかじめ配付させていた

だいておりますので、よろしくお願いいたします。 

 初めに、７番 渡辺 貢君の発言を許します。７

番 渡辺 貢君。 

  〔７番 渡辺 貢登壇〕 

○７番（渡辺 貢） ７番 渡辺 貢であります。

任期最後の一般質問のトップバッターということで

恐縮をいたしております。 

 私にとりましては最後の質問になるかと思います。

これまで市長を初め当局の皆様方には、丁寧な御答

弁はもちろん、日ごろの議員活動にも大変親切丁寧

に対応していただきましたことを改めて御礼を申し

上げます。 

 さて、通告は３点でありますけれども、最後とい

うことで力が入ったわけではありませんけれども、

項目が多くなり過ぎてしまいました。少し直そうか

と思いましたけれども、そのまま出させてもらいま

したが、時間を気にしながら質問項目をできるだけ

手短に申し上げますので、まことに勝手ですが、答

弁は再質問をしなくてもいいように、できるだけ丁

寧にわかりやすくお願いをしたいと思います。 

 さて、このところの本市の財政運営については、

私も長年行政にもかかわってまいりましたけれども、

私の印象でありますけれども、じわじわと厳しさが

増してきているなと、今後への不安を強く感じてき

ております。細かいことを言えば、自治会等への補

助金の見直しや、地元要望に対する土木予算の措置

状況については、かつてないほどという印象があり

ます。 

 これまで頼りにしてきた法人市民税の配分変更に

伴う影響など、歳入の厳しさが増す一方、少子高齢

化による福祉予算など、行政需要が高まってきてお

ります。また、病院や下水道など他会計への繰り出

しも重いものがあります。私の所属する福祉教育委

員会では、病院の赤字問題が常の話題になっており

ますけれども、同じ企業経営の下水道への繰り出し

もそれに劣らない問題だと思いますことから、上下

水道を含めた公営企業の今後の課題等について質問

をさせていただくことにいたしました。 

 まず直近の課題として、消防団に関する件を取り

上げさせていただきました。 

 私の地元では毎年12月下旬から１月にかけて、分

団による夜警活動を実施していただいております。

パトロールの最初の夜には、私も３分団、４分団、

それぞれの分団詰所にお邪魔をいたしまして、地区

民を代表してお礼の御挨拶をさせていただくことに

しておりますが、そこで伺った消防団の悩みについ

て、今回の質問をさせていただくものであります。

先月のタウンミーティングでも話題となりましたが、

消防団員の悩みは自治会長とも共有をしておりまし

て、改めて取り上げさせていただきます。 

 それでは質問の背景や経緯を申し上げます。 

 消防団員の数は、おおむね定数を充足している状

況とは思いますが、各分団においては、団員の確保

に大変苦労をしており、もともと地元に縁のある方

ではありますけれども、現在分団のエリア内に居住

していない方に加入をしていただいたり、後任がど

うしても見つからずに、やむなく高年齢者の長期勤

続団員に頼っているなどの話を伺いました。消防団

の困りごとは地域の悩みでありますし、自治会を中

心とした地域ぐるみで考えなければならない課題で

あります。 

 そこで私は、自治会長と消防分団長にお願いをし

て、年明け早々の地区ごとの各町内会議に、分団長

または団員の方に出席をしていただき、団員不足の

現状と新たな加入要請があった場合の協力について、

説明をしていただくようにお願いをいたしました。

分団長さんは、団員の現状について、こういう資料

をつくっていただきまして、団員の年齢、それから

勤続年数、各町内ごとの団員の数など、資料をつく

っていただいて、これをもとにぜひ団員に頼みにい

ったときには加入をしていただくようにお願いをし

たいというようなお話をしていただきました。 
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 この問題は、地域はもちろんですけども、行政と

しても重く受けとめていかなければならないと思う

ものでございます。 

 質問の目的でありますけれども、南海トラフ地震

に備えて、消防団の役割は極めて重要であります。

団員確保はもちろん、その充実強化についてのお考

えを伺うものでございます。 

 私は、７年前の平成24年３月議会でも消防団員に

関する質問をさせていただきました。団員互助会事

業や安全のための活動マニュアルの見直しについて

の前向きな御答弁をいただいております。 

 40年以上も前になりますけれども、私が消防の分

団に所属をしていたり、その後、当時市民安全課と

いう課がありまして、その防災を担当する職務につ

いたことがありますけれども、その当時は団の事務

は消防本部でなくて、湖西も新居もそれぞれの行政

の中に団事務を担当するセクションがあったわけで

すけれども、消防団の主任事務を担当させていただ

いたころとは随分事情も異なるとは思いますけれど

も、大規模災害に備えた消防団の役割の重さを踏ま

えまして、項目は多くなりましたけれども、質問を

させていただきます。 

 質問事項の１点目に入ります。 

 最初に消防団の現状についてでありますけれども、

消防団員の充足状況、先ほど申し上げました分団の

エリア外の在住の団員数とか、それから私が分団に

おったときには自営の方も結構おったんですけども、

自営自体が少なくなっておりますので、そういう方

が少なくて、被雇用者団員が多くなっているという

ことがありますので、それらの比率など、要するに

緊急時にさっと集まって、ポンプ車が出せると、そ

ういう体制が必要だと思いますけれども、要員動員

力、その現状についての現在の概要を教えていただ

きたいと思います。お願いします。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いいたします。消

防長。登壇してお願いします。 

  〔消防長 山本智康登壇〕 

○消防長（山本智康） 消防団の現在の充足状況で

すけれども、定数が387名に対しまして実員数373名、

充足率は96％となっております。 

 また、要員動員力の現状といたしまして、議員の

おっしゃいました分団の管轄エリア外に今居住して

いる団員の方は66名、18％、それから会社員などの

被雇用者団員と呼ばれる方が309名、83％となって

おります。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） ありがとうございます。 

 おおむね伺っておりますけれども、かなりの方が

エリア外にもおるし、お勤めの方はもちろん、こう

いう時代ですので多いということで、無理からぬ面

があると思います。なかなか夜勤の方もおりまして、

頼みに行っても本人に話す前に、お父さんに消防は

やめとけというふうに言われてしまうという、そう

いう悩みを、現状の団員の方が勧誘に行くとそう言

われてしまってがっくりするというようなお話も聞

いておりますので、できるだけ市民全員にこういう

ことを理解していただくということが重要ではない

かなというふうに思います。 

 それで、さっきのタウンミーティングの話題にな

ったんですけれども、正月の出初め式の折には、私

の地元であります第４分団に待望の新しいポンプ自

動車を配備していただきました。ありがとうござい

ました。ようやく更新の順番が回ってきたというこ

とで、団員一同、大変喜んでおります。 

 それに関連して、タウンミーティングのときに、

消防分団自動車の運転は免許制度が変わったもんだ

から、新規に取得した、新しい若い人ですね、普通

免許では運転できないという問題が指摘されており

まして、準中型の免許が必要だということで、私も

この新しいポンプ自動車が配備する前に、消防の総

務課へ行っていろいろお話を伺ったときに、この話

を説明をしていただきました。このことについて心

配の声がありますので、国のほうでもこういうこと

について免許を新しく取らせるようなという、そう

いう対応も考えておるというような記事を見たこと

ありますけども、この分団のポンプ自動車の運転資

格の問題への対応について、どのようにお考えにな

ってるかお聞かせください。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） この準中型免許でございま
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すけれども、少し制度そのものが難しい部分ありま

すので、丁寧にちょっと説明させていただきます。 

 まず、消防団、それから消防本部もそうなんです

けれども、消防ポンプ自動車、これの総重量、大体

3.6トンから4.5トンぐらいということでございます。

それを念頭に置いていただきまして、この準中型免

許に関しましては、平成29年に改正がされました。

その昔は、自分のときもそうでしたけれども、普通

免許と大型免許しかございませんでした。その折に

普通免許は８トン未満まで大丈夫だということで、

おおむね消防ポンプ自動車は運転できるという状況

になっております。その後、平成19年に中型免許と

いうのが制度ができまして、この時点でもまだ普通

免許で５トン未満まで大丈夫。おおむね消防団も大

丈夫だったということですが、この平成29年の改正

で、3.5トン未満しか運転できませんというふうに

なってまいりました。そのため、現在、消防団に配

置されてます車両については、今の制度での普通免

許では運転できないと、そういったような、まず現

状がございます。 

 そうした中で、今のところ、制度ができて２年で

すので、現在それに該当する年齢としましては、高

卒で免許取って、２年ですから二十歳前後の団員が

該当するようになります。その二十歳前後といいま

すと、未満、以下ですかね、二十歳以下の方、大体

２名ぐらい、現在いるわけですけども、実際にその

消防団で自動車を運転するには、団員の経験が５年

以上ぐらい必要になってきますので、おおむね若く

ても二十三、四ぐらいからがそういった運転するの

に普通免許だと困るなということ、あと猶予、三、

四年あるというような現状になっております。 

 そうした中で、今後につきまして、ことしの車両

購入の時期にも考えたんですが、3.5トン未満の消

防ポンプ自動車、これがあればそれで配備していこ

うということでいろいろとメーカーとも相談したん

ですけれども、一部でメーカーで少し出したという

記憶はありますが、まだまだ金額的にも性能的にも、

しっかりとしたものがとれていないと。確約もでき

ないような状態でしたので、これまでどおりの消防

ポンプ自動車を配備したという形になっております。 

 今後の見通しについて、メーカーにも確認しまし

たが、今後、来年度ぐらいからは大分そういった対

応の消防車が出てくるよということでございますの

で、まずは今後配備する予定の消防ポンプ自動車に

つきましては、3.5トン未満に移行していくという

ことも考えております。それからあと三、四年して

そうした若い人たちがだんだんとふえてきた中で、

運転できないというところを考えますと、そういっ

た新規の若い団員の入団の状況、それから免許の取

得状況、それから3.5トン未満のポンプ自動車の配

備状況、これを総合的に考えまして、例えばできる

ことなら助成的なものをできないかと、免許取得に、

というようなことで現在考えているところではござ

いますけれども、それについては今後少し推移を見

守った中でしっかりと対応していきたいというふう

に考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） ありがとうございます。これ、

私、多分消防庁のホームページで探したと思うんで

すけども、今の問題を国も取り上げてまして、準中

型免許の取得を支援するというような文面がありま

すけれども、とりあえずはまず現団員の中で、おお

よそは運転できるということでありますので、また

その状況を見ながら検討していただきたいと思いま

す。 

 それでは次の質問に入ります。 

 消防団員の新規の加入方法と入団の条件の実情に

ついて、どのように把握されておるのか、お話を伺

っておきたいと思います。お願いします。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 消防団員の新規の加入方法

につきましては、地元の自治会と協力しまして団員

募集のチラシを回覧しましたり、団員が戸別にその

エリア内を回って新入団員の勧誘を行ったりしてお

ります。 

 それから、消防団員の統一的な入団条件という形

では、原則としまして湖西市在住または在勤の18歳

以上で、訓練や災害活動に対応できるということを

条件に任用しております。 

 しかしながら、消防団につきましては各地域に密



１０４ 

着しておりますので、独自の入団条件を決めている

ところもございます。地区ごとに、例えば希望する

入団者数を自治会に割り振って、協力をお願いした

り、一定の年代の人から分団長を選出するというよ

うな地区もございまして、地域の実情に応じた形で

団員の確保に努めているところでございます。以上

です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） 従来からの方法だと思います。

最近、いろんな役をやりたがらないというか、なか

なか見つからないと。自治会長を筆頭に、町内会長

もそうですけども、なかなか役を受けてくれないと

いうことで、消防団員も同じことなのかなと思いま

すけれども、そういう意味でやはり自治会で消防団

員をお願いしなくてはならんという雰囲気をつくっ

ていかんと思いますので、自治会との連携もとれる

ような形で進めていただけたらと思います。 

 それでは３点目入ります。 

 消防団員の活動の実情ですね、団員の年間の出席

行事、訓練、火災出動の日数などですけども、これ

かなり今の団員の実情を考慮して、訓練、私も査閲

の訓練とかいろいろ消防団の訓練、なかなか大変だ

ったという思いがありますけれども、現在の概要を

教えていただきたいと思います。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 昨年度の消防団の活動実績

でございますが、まず入退団式ですとか、消防出初

め式などの年間の主要な行事が12件、それから総合

防災訓練、それから月例訓練など、全団員が対象の

訓練は15回、そのほか個別になりますけれども、例

えばラッパ隊の訓練は29回、それから団員指導のた

めの訓練が62回、そのほか各分団で消防ポンプの操

法ですとか操縦訓練、そういったその他の訓練が

121回、それから火災出動に関しましては６件とな

っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） 随分の回数になるんだなとい

うふうに思いますけれども、私も当時、毎週１回水

出し訓練というのはやってましたので、そういう備

えは必要だという、そういう職務だと思いますけど

も、できるだけ負担も軽減してあげるということが

必要かなというふうに思います。 

 それでは次の質問でありますけども、４番目、新

規消防団員の確保のための市としての取り組みにつ

いて、何かお考えありましたらお聞かせいただきた

いと思います。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 新規消防団員の確保に向け

まして取り組んでいることといたしまして、まず郵

便局ですとか自動車学校、こういったところへ募集

ポスターを掲示、それからあらいじゃんですとか成

人式など、市内のイベントに消防団員が参加しまし

て募集活動を行っております。 

 また、現在もそうなんですが、火災予防運動期間

中、これの期間中には大型店舗での火災予防の街頭

広報とあわせまして団員募集のパンフレットの配布、

これも行っております。 

 加えまして、消防団広報誌というものの発行と、

それから最近では消防団フェイスブック、開設いた

しまして、団活動の紹介もしております。その中で

は、「夜間の訓練大変ですが頑張ってください」で

すとか、「ラッパ隊の人たちの演奏がすごく感動し

ました」といったような消防団を応援するコメント

もいただいておりますので、多くの市民の方が消防

団の活動に対して評価をしていただいてるというふ

うに感じております。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） いろいろやってくださってお

るということでありますが、引き続きお願いしたい

と思います。 

 それから５点目入ります。 

 消防団員の処遇改善や優遇施策について、湖西市

の消防団の応援の店というのができたということで

聞いております。その効果とその評価について、少

しコメントをお願いしたいと思います。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 応援の店も含めまして、現

在、優遇施策でございますが、まず湖西市消防団の

協力事業所表示制度、こういったものを導入してお

りまして、湖西市内外ということで16事業所が登録



１０５ 

していただいております。そうした中で、事業所の

協力を得て団員の方が消防団活動に参加しやすい環

境を整備しております。これには県のほうもあわせ

まして、こうした事業所に対して県税の特例に関す

る条例がございまして、消防団員が勤めている事業

所に対して事業税の控除なども行っております。 

 また、今議員から御質問のございました消防団応

援の店制度でございますが、これは平成30年４月か

ら導入しておりまして、この制度につきましては、

まず店舗に登録していただいた中で、割引などサー

ビス内容を決めていただくというもので、現在、登

録店舗数はまだ少ないんですけれども、12件という

ようなことで、こうしたサービスを利用した団員か

らは、飲食店でもさまざまなサービスを受けること

ができたと大変好評でございます。今後もっと登録

店をふやしていってほしいと、そういった意見も上

がってきておりますので、こういった制度に関して

は、消防団に興味や関心を持っていただけるよう、

今後も取り組んでいきたいと考えております。以上

です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） いろいろ御努力をいただいて

おります。県税の事業税の軽減については前にもお

話を伺いましたし、お店のサービスが団員に評価を

得てるということでありますので、ぜひ店舗数ふや

すようにお願いをしたいと思います。 

 それでは次の６番目です。 

 平成25年12月に、消防団を中核とした地域防災力

充実強化に関する法律、これは東北の地震を受けて

ということだと思いますけども、その法律が成立い

たしまして、消防団員を将来にわたり欠くことので

きない、代替性のない存在として位置づけをして、

装備の改善、団員確保等を進めるとともに、地域防

災力の充実強化を図ることを目的ということで、こ

れ制定されたという法律でありますけれども、その

取り組み状況についてお伺いをしたいと思います。 

 第10条に、公務員の消防団員との兼職に関する特

例規定というのがございますけれども、その対応状

況ですね。もともと市の職員は消防団、結構入って

いただいておると思いますけども、市の職員の団員

の数、それから市の取り組みと災害発生時の対応マ

ニュアル、その辺について御説明をお願いします。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 議員のおっしゃられた法律

は、いわゆる中核法と言われている法律でございま

すが、この法律におきましては公務員の入団という

のを積極的に推進しておりまして、公務員の兼職に

つきまして、特例を認めるというふうに定められて

おります。 

 本市におきましても、市の職員には率先して入団

していただいておりまして、平成30年度、公務員の

団員数が29名、実員数の８％となっております。団

員はそれぞれの分団の中で、その分団の方針の中で

活動をしているという状態でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） わかりました。 

 次に７番目です。 

 この法律の12条に、大学等との協力ということが

ございまして、前にも学生の方にも入ってもらった

というようなお話を聞いたことありますけども、学

生団員確保への取り組みの状況ですね、大学生の団

員の数、その取り組みについて御説明をお願いした

いと思います。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 学生団員確保への取り組み

につきましては、湖西市学生消防団活動認証制度、

これを平成29年４月から導入しております。 

 この制度は、大学などに在籍をする学生が、湖西

市の消防団員として消防団活動を行っていた場合に、

その功績を認証しまして、その学生の方が就職活動

時に湖西市が交付する湖西市学生消防団活動認証書

というもの、これを企業などに提出することで、在

学中に地域社会に貢献したということをアピールす

ることができるものでございまして、大学生に対し

て消防団の入団を促進するというものでございます。

以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） ちょっと聞き漏らしました。

今、学生の団員数、何人とおっしゃられましたか。 

○議長（二橋益良） 消防長。 
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○消防長（山本智康） 申しわけありません。学生

の団員数でございますが、現在２名の学生が入団し

ております。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） わかりました。このこともぜ

ひＰＲを積極的にしていただきたいと思います。 

 次に８番目です。 

 14条に、大規模災害における救助活動や避難誘導

などに広がりを見せるため、消防団の装備の充実、

改善が必要と、こういう規定がございますが、法の

制定後の湖西市としての対応状況がありましたら教

えてください。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 東日本大震災で発生した被

害を教訓に、これまで火災現場での消火活動、これ

を主としていた消防団でございますが、大規模災害

発生時には救助活動を行うということで、消防団に

配備する装備が見直されました。 

 これに伴いまして、大規模災害、それから自然災

害などに備え、震災対策訓練を実施しておりまして、

装備としましては各方面隊へチェーンソー、それか

らエンジンカッターの配備を進めているところでご

ざいます。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） わかりました。 

 最後に、なかなか消防団、通常の消防団員、集め

にくいということもあるかと思うんですけども、機

能別消防団というのが、そういう制度ができたとい

うことで、現に女性分団も既にあるわけですけども、

いろんな事例を見ますと、ＯＢ団員だとか、そんな

ふうなのがあるというふうに資料見ましたけども、

そのことについてのお考えを教えてください。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 機能別消防団員といいます

のは、それぞれの能力ですとかメリット、これを生

かしながら、特定の消防団活動や時間の許す範囲で

活動する消防団員のことをいいまして、通常の消防

団員は基本団員と呼んで区別を図っております。機

能別消防団員が一般的に火災予防・広報団員ですと

か、議員のおっしゃったＯＢ団員などがございます。 

 湖西市では、主に実災害のみに出動する災害支援

団員制度というものが既にございますが、現在、消

防団員の充足率96％と高いところにありますので、

該当する団員はおりませんけれども、今後、充足率

の減少傾向を見ながら、この制度の活用については

考えていきたいと思います。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） いろんな質問をさせていただ

きまして、丁寧に御答弁いただきまして、ありがと

うございます。以上で消防団に関する質問は終わり

とさせていただきます。 

 既に半分を時間経過してしまいましたけれども、

あと残り２つ。２点目のこれからの上水道経営につ

いてお伺いをいたしたいと思います。 

 質問の背景や経緯、目的でありますけれども、過

日、岩手県の北上市を中心とした中部水道企業団の

将来に備えた水道事業経営の取り組みについてとい

う話を聞く機会を得ました。本市にも通ずる内容と

思いましたので、それを参考にしながら質問をさせ

ていただきます。 

 人口の減少と節水、節水というのも単に水を少な

くというのではなくて、水洗トイレとか食器洗い機

ができたことによって、かなりの節水になっておる

と、昔に比べてですね。そういう状況だそうですけ

ども、この浸透によりまして、水道の事業収入が減

少する中で、上水道施設・設備の老朽化に伴う更新

事業が将来集中することが見込まれております。こ

のことは本市に限らず多くの自治体共通の悩みとさ

れておりまして、将来の利用料金への負担増は避け

られないと言われております。水需要予測と水運用

計画、施設ごとのコスト比較を考えたダウンサイジ

ング、コスト縮減とか効率化・規模縮小をいうとい

うことでありますけれども、これに取り組む自治体

もふえておるというふうに聞いております。 

 このような背景を受けて、将来にわたって健全な

水道事業を維持していくために、平成25年度から平

成39年度までの実現方策を描いた湖西市水道ビジョ

ンが策定をされております。近隣自治体での民営委

託方式、コンセッション方式や水道料金の見直しに

ついての話題も耳にする中で、今後の本市の事業経
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営の厳しさとその対応策についての考え方を理解し

ておく必要があるかなと思いました。 

 なお、本年度の収益的支出予算の中に、総係費の

中に基本計画委託料1,600万円余が計上されている

ことを事前に確認をさせていただきました。通告内

容に関連するものと思いますので、この内容も含め

た答弁をお願いしたいと思います。 

 質問の目的でありますけれども、湖西市水道ビジ

ョンの計画期間、平成25から39年度の３分の１を既

に経過いたしました。現段階における進捗評価と今

後の事業経営の見通し、さらには法定耐用年数の

1.5倍以上の老朽化資産が全資産の過半を占めると

いうことで、平成40年代の対応についてのお考えを

伺うものでございます。 

 １点目の質問に入ります。 

 湖西市水道ビジョンの進捗評価、具体的な記載は

ありませんけども、将来目標と実現方策がどうなっ

てるかということで、今後の事業経営の見通しにつ

いて説明をお願いしたいと思います。よろしくお願

いします。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 

○環境部長（相澤義之） お答えいたします。 

 水道ビジョンは、議員言われたとおり、平成24年

７月に水道の将来像として「快適な暮らしを支える

水道」を掲げまして、老朽化した施設の更新事業を

中心に進めているところでございます。 

 管路の対策は、平成25年度から平成29年度までの

５年間で、管路の約20キロメートルの耐震化の工事

を実施いたしました。また、水源の施設につきまし

て、平成29年度に鷲津水源の井戸の補強を行いまし

た。平成30年度は白須賀にございます中継ポンプ場

の貯水槽の耐震診断調査を実施しております。 

 今後は、平成で申しますと平成32年度に詳細設計、

次年度以降に工事を行うというところを検討してお

ります。安全・安定した水源確保を行っているとこ

ろでございます。 

 また、事業経営につきましては、平成60年まで安

定した収支のバランスを維持できると見込んでおり

ます。今後も安定的かつ効率的な事業経営の継続を

図ってまいりたいと考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） ビジョンに沿って、いろんな

事業を進めており、安定した経営、収支の状態が続

いていく見通しだと、そういうふうに受けとめさせ

ていただきたいと思いますが、よろしいですか、そ

れで。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 

○環境部長（相澤義之） 平成60年までは料金を改

定せず、借り入れもないという条件で長期の見通し

をしてございます。よりまして、平成60年、あと30

年間は安定した経営が図れるものと思います。以上

です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） 全国的に心配をする事業体も

あるというふうに聞いておりますけども、湖西市は

大丈夫だというふうに受けとめさせていただきまし

た。 

 次、２点目です。 

 市役所の定期的な人事異動の中では、長期的な施

設整備の維持管理を考えなければならない水道職員

を育てるのは難しいと、そういう話を聞いておりま

して、以前は市の水道職員は人事異動の少ない職場

だと、ほぼ専門的なスタッフがそろっていたという

ふうな印象を私は残ってるんですけども、湖西市の

水道ビジョンの中にも、技術継承が可能となる職員

配置の必要性が書かれております。かつて、その人

に聞けば配管された位置がわかるほどの、いわゆる

歩く配管図と呼ばれる人がいたという話も聞きまし

た。事業運営にとって、技術の向上と人材の育成が

求められておりますけれども、その取り組み状況に

ついてお伺いをいたします。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 

○環境部長（相澤義之） お答えいたします。 

 水道事業の運営には、水道技術管理者というもの

を設置し、技術的指導や監督を行っておりますが、

その資格を有する職員の高齢化が進んでいる状況で

ございます。 

 この対策としまして、平成30年度は主任クラス、

30代前半の職員でございますが、の若手職員を水道

技術管理者資格取得実務研修というものに参加させ
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ております。水道行政、水道経営、水質及び水道施

設管理などの講習を受講した後、他市において水質、

施設管理、配水管設計、給水の受付業務などの実務

研修を行ったところでございます。研修で受講した

内容を湖西市の水道事業に今後反映できるよう努め

てまいりたいと考えます。 

 また、日常の業務におきましても、有資格者が若

手職員を現場に同行させ、技術的な指導も行ってい

るところでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） わかりました。よろしくお願

いしたいと思います。 

 ３点目は、アセットマネジメントの質問の通告し

てありましたけれども、１点目で平成60年までは大

丈夫だよという話を伺いましたので、アセットマネ

ジメント、浜松のアセットマネジメントはネットを

見ると見れたんですけども、湖西のはどうなっちゃ

ったのかなというふうに質問をしようと思ったんで

すが、平成60年まで大丈夫だということなら、あえ

て聞く必要ありませんので、これは割愛させていた

だきます。 

 それでは３点目、最後の質問でありますが、３点

目は最適な生活排水対策の推進についてということ

で、２月１日に環境省主催の浄化槽トップセミナー

が静岡市で開催をされました。廃棄物対策課長も同

じところで聴講されておりましたので、同様な印象

を持たれたと思いますけれども、湖西市に照らして

今後の進め方について確認をさせていただきたいと

思います。 

 平成28年度版の一般廃棄物処理実態調査結果によ

れば、湖西市の汚水処理人口の比率は、公共下水道

が36.5％、合併浄化槽が31.8％というふうになって

おります。残り３割が未処理排水人口ということに

なりますが、この中にはみなし浄化槽、単独浄化槽

ですね、が23.3％もあると、こういうことでござい

ます。 

 平成29年度の決算の内容を見ますと、合併浄化槽

の補助金が5,500万円の件数の内訳は新設が４分の

３で、転換が４分の１ということになっております。 

 国においては、来年度予算案として、単独浄化槽

からの転換を促すためのインセンティブとして、宅

内配管工事費のうち30万円を限度に新たに補助をす

る予定との説明がありました。転換の場合には宅内

配管がまた必要になるということでございます。 

 人口密集地が少ない地方においては、公共下水道

の一戸当たりの設置維持管理コストが高くなりがち

でありまして、浜名湖や河川の水質浄化を目指した

施策の充実が求められている中で、浄化槽の処理能

力向上や財政負担も考慮した、本市にとって最適な

生活排水対策についてのお考えを確認させていただ

きたいと思います。 

 本市の下水道基本構想は平成４年につくられまし

て、平成13年には一部地域、53ヘクタールの供用が

開始されております。以前は、入出地区には農業集

落排水事業をとか、あるいは白須賀の坂下地区は新

居の浄化センターへという話題もありました。最近

は市街化区域の下水道整備の話題が中心で、白須賀、

入出、知波田地区の話はほとんど聞かれなくなった

という状況でございます。セミナーを通じまして、

一戸当たりの設置コストや維持管理費、災害発生の

場合のリスクの違いなどから、密集度が相当高い地

域以外は合併浄化槽を選択したほうがベターだとい

う印象を強く持ちました。そうした観点からお伺い

をいたします。 

 まず最初に、本市における最適な生活排水対策と

はどのようなお考えをお持ちなのか。特に市内の主

な地域ごとに見る最適な生活排水対策とは、どんな

内容で、かつその進め方はどのように考えておられ

るのか、現時点のお考えをお伺いしたいと思います。

お願いします。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 

○環境部長（相澤義之） お答えいたします。 

 本市の生活排水対策につきましては、生活排水処

理基本計画に基づきまして、市のほぼ全域を公共下

水道区域として、市街化区域を中心に下水道の整備

をしているところでございます。 

 また、市街化調整区域や市街化区域でも、当分の

間整備が望まれない区域につきましては、合併浄化

槽の個別設置により、生活排水対策を現在行ってお

ります。 
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 公共下水道は、平成７年の事業着手以降、順次整

備をしてまいりましたが、全ての計画区域を整備す

るには多額の費用と年数がかかることや、合併処理

浄化槽の普及が進んできたということから、現在、

下水道の整備計画を見直すため、県と協議を行って

いる最中でございます。 

 その整備計画の見直しにより、今後は主に市街化

区域と整備済みの区域につきましては公共下水道で、

それ以外の地域につきましては合併処理浄化槽によ

り生活排水対策を進めてまいりたいと考えておりま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） 合併浄化槽の性能がかなりよ

くなったということで、維持管理を含めると、下水

はお金かかり過ぎると、公共下水ではですね、とい

うことでありますので、ぜひ見直しを進めていただ

きたいと思います。 

 ２点目。先ほども国が30万円別につけるよと、宅

内配管の補助ですね、という国の予算の段階ですの

で、まだこっちのほうへ来てないかもしれませんけ

ども、単独浄化槽から合併浄化槽、市内、静岡県や

愛知県はぼっとん便所、ぼっとんトイレを嫌だとい

うことで、かなり早く、合併でなくて単独浄化槽に

切りかえてるんですね。それが今、結局こういう重

荷になってる思うんですけども、単独浄化槽から合

併浄化槽への転換を促すための取り組みについての

お考えをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 

○環境部長（相澤義之） お答えいたします。 

 合併処理浄化槽の処理能力は、議員が申したとお

り、性能も高くなってきております。単独処理浄化

槽と比較しますと、約８倍の処理能力がありますの

で、合併処理浄化槽への転換の取り組みは重要だと

考えているところでございます。 

 市では、合併処理浄化槽の設置に対する補助制度

を設けておりまして、転換する場合の補助額につき

ましては、新築などの新設の設置の場合に比べて手

厚く補助額のほうを設定して、転換の促進に努めて

いるところでございます。 

 また、本年度の取り組みといたしまして、リーフ

レットを作成し、市内公共施設で周知・啓発をする

とともに、事業所と連携しまして、単独処理浄化槽

世帯や汲み取り世帯へリーフレットを配布して、転

換の促進を図っているところでございます。以上で

す。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） 単独浄化槽が結構かなりまだ

多いと。これは台所から流れる汚水はそのまま流れ

るということになりますので、ぜひＰＲをしっかり

していただいて、こういう補助制度があるよという

ことの中で、少しでも合併浄化槽に切りかえていた

だくように努力をお願いしたいと思います。 

 病院とか下水などへの繰り出しで大変厳しい財政

事情だということで、その場面に差しかかっておら

れる市長さんには同情もいたしますけれども、そう

いう状況だからこそ影山市長だと、そういうふうに

思いますので、ぜひ期待をしておりますので頑張っ

ていただきたいと思います。改革に向け、強いリー

ダーシップを発揮されるようお願いをいたしまして、

質問を終わらせていただきます。ありがとうござい

ました。 

○議長（二橋益良） 以上で、７番 渡辺 貢君の

一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩といたします。再開は11時10分と

いたします。 

午前10時58分 休憩 

───────────────── 

午前11時10分 再開 

○議長（二橋益良） それでは休憩を解いて、会議

を再開いたします。 

 続きまして３番 土屋和幸君の発言を許します。

３番 土屋和幸君。 

  〔３番 土屋和幸登壇〕 

○３番（土屋和幸） ３番 土屋和幸です。よろし

くお願いをいたします。 

 私は、人口減少社会に向けての定住人口増対策に

ついてということで、市長も常に言われている定住

人口をふやすという対策について、お伺いをいたし

ます。 

 現在では、湖西市に限らず人口減少社会に向けて、
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それぞれの自治体において人口の確保に向けて政策

を立て、突き進んでいます。こうした自治体間の競

争に勝ち抜くには、市を挙げて全力で取り組んでい

かなければなりません。 

 湖西市は市内の企業に市外から働きに来る人口が

多く、昼夜間人口の差は約１万人とも言われていま

す。また、今後の市においては浜名湖西岸土地区画

整理事業による工業団地の整備を進め、約1,500人

程度の従業員を持つ新工場が建てられると伺ってお

ります。 

 このような状況の中で、市内に定住人口をふやす

ことが市最大の課題であると考え、次のことをお伺

いいたします。 

 定住人口の増のため、居住地をいかに提供してい

くか、市の姿勢を確認するために質問をさせていた

だきます。 

 質問事項１番ですが、湖西市において、住宅を新

築したいという要望と、それに対する住宅地は足り

ているかを把握しているか、お伺いします。 

 年間270戸前後の家を建てられると、湖西市にお

いては、そういう傾向にあるわけですが、若い人た

ちは新築意欲は大変高くて、私の近所でもこんなと

ころに家を建てるのかというようなところも、いわ

ゆる積極的に売買が行われ、新築が進んでおります。

そうした中で、そういういわゆる市民の要望とそれ

に対する住宅地は足りているかをお伺いいたします。

お願いいたします。 

○議長（二橋益良） 答弁お願いします。市長。登

壇してお願いします。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） お答えを申し上げます。 

 今の土屋議員の御質問の中にもありましたとおり

で、人口減少の対策というものは、これはまさに湖

西市としても最重要課題として進めていかなければ

ならない課題だというふうに認識をしておりますし、

先般の施政方針でも申し上げましたけれども、やは

り職住の近接、特に住のところですね、やはり湖西

市に住んで働いていただくというための施策を実行

していかなければならないと重々認識をしていると

ころでございます。 

 まずその中で、御質問の市内の宅地の分譲状況と

いいますか、新築したいという要望とそれに対する

住宅地の状況ですけれども、事実関係とまずいたし

ましては、市内の宅地の分譲状況の中で、今空きが、

いわゆる区画化された住宅地が280区画の空きがあ

るというふうに、直近では未利用となっているとい

うふうに認識をしております。 

 また、今おっしゃられた、これは市内全般の中で

すけれども、その中で家が、建てたいところという

のは市民の皆さん、それはさまざま、どこの地域に

だとか、どこの地区に、どこの場所にというのはさ

まざまであろうというのは、これはよくお話でも聞

くところでありますので、その中でどうやったら家

が建てられるかとか、定住人口をふやすかというの

を考えていかなければなりませんし、今言った280

区画の現状としての空きが、未利用の区画がありま

すので、ここに住むインセンティブを働かせるため

には、今般の予算でも発表させていただきました、

「住もっか『こさい』定住促進奨励金」であります

とか、新しいこれからの「みらいのこさい奨学金」

というものを活用いただければというふうに考えて

おります。 

 また、さらにこの先のことといたしましては、今

申し上げた280区画の空き以外にも、例えば湖西市

内においては市街化区域内、いわゆる宅地や商業施

設が建つところですけれども、市街化区域内の住居

系の用途、住居系の用途地域につきましても現在に

おいて111ヘクタール、111ヘクタールですので、例

えでいうと東京ドームが22個分、また、湖西市内で

いう運動公園、湖西の運動公園でいうと９個分の敷

地が、いわゆる未利用、山だったり畑だったり、い

わゆる現状としては未利用となっておりますので、

こういった市街化で宅地が建つ、もしくは商業施設

もそうですけれども、そういった土地の活用方策、

そこにも住んでいただく土地、住んでいただくため

の土地ではありますので、そういった活用方策、こ

れを検討して実行していかなければならないと思っ

ておりますし、これはもちろん市の土地があるわけ

ではありませんので、こういった地主さんたちと、

土地を売っていただいたり、活用していくというよ
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うな、活用したくなるインセンティブというものを

働かせるために、今制度設計を始めているところで

ありますので、これは都市整備部でも今中心に立地

適正化計画をつくっていただいてますので、その中

でしっかりインセンティブを働かせるような、土地

を活用したくなるような施策を打ち出していきたい

というふうに考えております。 

 また、もう一つ、市街化のお話は今させていただ

きましたが、市街化調整区域でもやはり家が建てた

いというお話は聞かせていただくことが、先般のタ

ウンミーティングでも多くありました。これも、当

然市街化調整区域ですので、もともとの経緯があっ

て、全ての土地を市街化するというのはこの湖西市

内では現状はなかなか難しいことだと思っておりま

すけれども、例えば北部であれば浜松・三ヶ日豊橋

道路がことしぐらいに、今ルートの検討をしていた

だいてますので、ルートが決まってくれば、湖西市

内にインターチェンジをつくっていただいて、その

中で宅地だとか、インターチェンジ周りに商業や物

流の施設ができやすくなる。そういった市街化調整

区域の中でもエリアをしっかり決めた上で、住居系

に誘導するだとか、定住人口をふやすための区域、

また、これは定住ではなくても優良農地は優良農地

として使っていく。そういったものを立地適正化計

画の中で明らかにしていかなければならないという

ふうに思っております。 

 これは昨日もお話の中でありましたとおり、浜名

湖西岸の区画整理も50ヘクタールの今全力で区画整

理を進めておりますし、それに取りつけ道路となる

大倉戸茶屋松線もできようとしています。こういっ

た道路整備とあわせた上で市街化調整区域の中の活

用方策だとか、さまざまな政策を合わせて行ってい

くことが必要だと思っておりますので、具体的には

一つ一つ、順次お話や意見交換、発表させていただ

ければというふうに思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 それで、１番目の質問の延長なんですけども、調

整区域に家を建てたいという希望の中で、いわゆる

農家の次男、三男とか、娘さんとか、そういう方が

家を建てるときに、建てたいという希望があるとき

に、かなり制約があるように聞いておるですけども、

現在のところの制約というのはどの程度の制約なの

か、ちょっとお聞きしたいと思います。 

 といいますのは、私の知り合いが、お嬢さんが調

整区域に建てたいと言われて、建てれなくて、浜松

のほうに土地を購入して、そちらのほうに現在住ん

でるという方がお見えになるですけども、そういっ

た農家の後継者といいますか、農家の家に生まれな

がらも家を建てれないというふうに、かなりそうい

ったことについて市役所と議論を交わしたように聞

いてるですけども、まあ建てれないものは建てれな

いわねと言って引き下がるんですけども、その辺の

ところの農家の子供さんというか、そういう方が家

を建てれないというのは、その辺のルールみたいな

ものをちょっと説明していただけるとありがたいで

す。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） 済みません、では後で都市整

備部のほうから補足があったほうがいいかもしれま

せんけれども、これは私もよくさまざまな場所で、

調整区域、今の農家の方のお子さんだとか、なかな

か自分の土地であっても自由には家が建てられない

というお話は聞かせていただくことは多くあります。 

 もちろん、自分の土地なので自由に使いたいとい

うことは、かなえられるものならそういうふうに活

用していただきたいというのは気持ちは同じなんで

すけれども、やはり調整区域の線引きが過去の経緯

でされている以上は、その中でどのような方策があ

るかというのをやっていかないといけなくて、現状

は大規模既存集落の制度で、そこの土地で住んでお

られて、区域内に住んでおられて10年というような

要件があると認識をしていますけれども、これはほ

かの県内の中でもかなり湖西市のほうはある程度優

遇として認めていただいてるというふうに聞いてい

ます。しかしながら、その中でまだほかの要件だっ

たりだとか、どうしても調整区域なので、水道設備

が必要だったりとかいうことで自由に建てられない

というお話はあろうかと思いますので、どういった

要件がこれから必要になってくるかというのは研究
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を重ねていかないといけないと思ってますし、最初

に申し上げましたけど、先ほどの１問目で申し上げ

たとおり、なかなか全部の区域を、調整区域全てを

家が建てられるとか市街化というのは現実的に難し

いと思ってますので、そこはある程度エリアを区切

った上で、ここの区域はこういう居住系だとか、優

良農地だとかいうふうな立地の計画はつくっていか

ないといけないというふうに都市計画上は思ってお

ります。ちょっと後は要件上、都市整備部長から補

足させていただければと思います。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（内山賀津高） 市街化調整区域に

おける土地利用について、ちょっとお答えさせてい

ただきます。 

 市街化調整区域における土地利用については、ま

ず最初に優先されるのは、農地法による規制といっ

たものがまず優先されます。法律上の上下関係とい

うのが意外にそのあたりははっきりしておりまして、

市街化区域内であれば都市計画法が優先的に適用さ

れ、市街化調整区域ですと、その他の法律、湖西市

内ですと農地法ですとか、場所によっては森林法も

かかってまいりますし、自然公園法というのもかか

ってまいります。そちらが上位の法律になっており

ます。 

 一応、市街化調整区域の農家の方で建てられる要

件というものにつきましては、そういったものがク

リアされた上でということになりますが、農家の分

家ですとか、あと大規模既存集落制度を利用した場

合ですね、大規模既存集落というのが市内で何カ所

か指定されているんですけれども、その地域に10年

以上お住まいの方であれば建てることができるとい

ったもの。あとは今ある建物の建てかえですね。既

にある農家さんの家を建てかえるというものであれ

ば、それは許可になります。そういったことですと

か、いろいろ、先ほどもちょっと説明させていただ

いた他法令による規制をクリアされた上で、都市計

画法による許可ができる要件というのが結構細かく

て、全ての、一般的にこういったものならいいです

よといってもちょっと誤解を生じることもあるもの

ですから、そういった御要望があるときには、ぜひ

都市整備部の都市計画課のほうまでお尋ねになって

いただけたらと思います。決して全てのものを排除

するとか、そういったものでなくて、その建てたい

という方の立場に立って対応させていただいており

ますので、ぜひ相談をいただけたらと思います。以

上です。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） ありがとうございました。そ

ういったことで都市計なり、農地法の所管する産業

振興課のほうでもっと個々の問題があるので、詰め

ていかなければならないということでございますね。

よろしくお願いします。 

 では２番目のほうに行きます。 

 市内に住みたくても住めないのか、また違う理由

で住まないのか、市内企業に勤める従業員等への聞

き取りをするなど、そういった調査をしているかを

まずお伺いします。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（佐原秀直） お答えします。 

 市内企業在勤者の状況を把握するために、平成30

年８月から９月にかけまして、市内企業の方々と直

接意見交換を行いまして、住宅購入層の意識を把握

するための移住定住に関するアンケートにも御協力

をいただきました。加えまして、市内金融機関への

ローンの相談者、それから住宅フェスティバルへの

参加者、加えまして市職員に対しましても同様のア

ンケートを実施させていただきました。 

 そのアンケートからは、湖西市に住む上でよいと

ころとしましては、自然環境の充実、それから日常

の買い物の利便性。逆に不満なところ、改善してほ

しいところといたしましては、畜産の臭気、公共交

通機関の不便さ、それからアミューズメント・商業

施設などが充実していないといった意見があること

を把握しております。 

 住宅を購入するきっかけ、時期、補助制度のあり

方などについても意向を調査しておりまして、平成

31年10月からスタートを予定させていただいており

ます、「住もっか『こさい』定住促進奨励金」の制

度設計にも活用させていただいたところでございま

す。 
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 アンケート以外に、平成30年５月には市内の金融

機関や住宅メーカーの方々と意見交換をさせていた

だいた中では、本市は近隣の浜松市、豊橋市と比べ

まして土地の価格に割高感があるため、市内に新築

するインセンティブに欠けることも要因の一つであ

ると認識しております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 今、部長が言われた浜松市や豊橋市と比べて値段

が高いよという感じがするということは、私も従来

ずっと聞いておりまして、それでですね、いわゆる

工業団地ができると、それが1,500人の従業員の方

が見えるわけですけども、このうちの１割の方が湖

西市に住んだりするということになったときに、当

然値上がりが予測されるという、土地の住宅地が、

限りある土地の値上がりが期待されるんですけども、

そういった方々が、いわゆる割高感でなくて、まあ

まあだなというふうに思えるようなものを、こうい

った湖西で働いている人たち、いわゆる浜名バイパ

スでもそう、１号線でもそうですし、多米峠道路の

ほうも物すごい大渋滞が起きるということで、これ

は市長の言われるように職住が一緒になっておれば、

そんな大渋滞にも巻き込まれなくて職場へも行ける

しということがあるので、そこらのところの対応に

ついて、今すぐというわけではないんですけども、

市長の言われる三遠南信ルートができればまた違う

よというお話を今お伺いしたですけども、それはで

きるのはいつのことかよくわからないというのが正

直言ってあって、こういう何でも物事の計画って短

期・中期・長期という計画でいくと思うんですけど

も、いわゆる1,500人の方が働かれてくると、四、

五、六年の間、特に若い方は非常に我々の世代では

考えられない年齢で家を建てるので、結構早い需要

が出てくると思うんですけども、そこらの考え方を

ちょっと、もしあれば、あればです、なければいい

ですけども、教えてください。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） なければちょっと市として存

続の危機だと思いますので、もちろん、今議員おっ

しゃるとおり、短期・中期・長期で、これは、さあ

やろうと思って、ことしできることばかりではあり

ませんので、そこは計画をもってやらなければいけ

ないというのは常に考えております。 

 短期なり中期が何年かというのはともかくとしま

すけれども、２つ、では今の御質問でお答えさせて

いただくとすると、道路、これは今の例えば多米か

らの道もそうですし、国道301号、北も南も渋滞を

して、というのは先月のタウンミーティングでも何

カ所でもそんなお話をいただきました。短期的には

やはり、例えば右折レーンつくるような、渋滞の原

因となっているものを短期的にできるところはそう

いった車線の拡幅等で国道301号の改善をしていか

なければいけないと思っていますし、中期的には浜

松三ヶ日・豊橋道路は、確かに今、何年後にできる

というところまでは、まだ今いわゆる調査段階です

ので何年後というところまでは我々としてもつかめ

ていませんけれども、やはりこれはできるとなった

ら事業化は早いと考えていますし、先週末に三遠南

信佐久間道路もできましたから、そういったものか

らつながってくるという、少なくとも意義は大きい

と思っていて、産業道路と生活道路が分かれるとい

うことは大きいと思っております。その中でインタ

ーチェンジをどこにつくるとか、ルートを決めると

いうのはことしの１年かけての大きな作業、今多分

地元の方々へのアンケート等々を国交省のほうで行

うか、行い始めたというふうに聞いてますので、そ

ういった実現に向けた、着実に前には進んでいると

思っております。 

 もう一点は、今言った1,500人なり、今度の浜名

湖西岸の工業団地ができることで、湖西市に住むと

ころがなくては当然住んでももらえないわけで、今

言った二百数十の空きもそうですけれども、新たに

例えばこれからの市街化区域といいますか、本来駅

に近かったりだとか便利なところで、そこはいわゆ

る居住の誘導区域でありますので、おうちだったり

お店だったり、ここに住みたくなるような都市整備

を進めないといけないわけで、そこはさっき答弁の

中にもあった割高感というのを払拭するための、短

期的にはことしから始めた住もっかこさいのような

最大100万円の奨励金でやっていく。あとは去年の
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10月から始めた新婚さん「こさい」へおいでんとい

うものも、10万円ですけれども、これがあったから

浜松と湖西と迷っていてとか、豊橋と湖西と迷って

いて湖西にしましたという方々も実際にお声は聞き

ましたので、そういったインセンティブを働かせる

ことが短期的なもの。さらには中期的にはこの

1,500人なり、これから湖西で働いていただく方が

住みたいところに住めると。さっきの調整区域の話

もありましたですけれども、そのためにどうしたら

いいかというのは、やはり土地を活用する。今の市

街化なのに畑のままだとか、山のままだとか、荒地

のままというところを活用しなくてはいけないとい

うのは、非常に我々としても問題意識というか、危

機意識を持っていますので、今回、新しい市民交流

施設も市街化区域の中の極力駅の近くにということ

で今ロードマップをつくっていますので、その中で

の宅地化ということも、市街化区域の中でインセン

ティブを図った上で進めていきたいと思っておりま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 では３番目に移らせていただきます。 

 平成29年３月の定例会で建設環境委員会より「住

宅用地の確保について、区域区分の廃止と、湖西市

の実情に合わせた新たな都市計画の手法について検

討すること」と提言されております。住宅地確保の

ために線引きの変更は難しいとは思われますが、こ

の提言を受けて、市としての動きはございますかど

うかお伺いします。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（内山賀津高） お答えいたします。 

 最初の御質問で市長が答弁しましたように、市街

化区域内の未利用地を宅地などとして有効活用する

ことを推進するとともに、人口減少や少子高齢化に

おいても持続可能なまちづくりを推進するために、

立地適正化計画の策定に着手しております。 

 平成30年度は本市が抱える課題の分析や解決すべ

き課題の抽出を行うために、現状分析と将来推計に

必要なデータの収集などを行っております。 

 今後の予定といたしましては、平成31年度から医

療・福祉・商業などを集積する都市機能誘導区域や

居住誘導区域などの検討を行って、平成32年度末に

は公表できる見込みであります。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 そういった計画があるということは大変うれしく

思いますけども、そういった計画の中で、現実に家

が建てられるかどうかというのも、まあ計画ですし、

地権者の意向もあるし、市の考え方もある。それが

うまくドッキングできればよろしいわけですけども、

計画を進めていこうとする段階の中でそんなことを

言うのも何ではありますけども。それで、例えば知

波田地区にリッチランドという別荘地というか、そ

れがあるんですけども、ああいうところは家が建て

れるわけですね。ああいうところのあいてるところ

を、市として何か利用していこうという考え方があ

るかどうかをちょっとお伺いします。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（内山賀津高） お答えいたします。 

 今後、立地適正化計画をつくって、今後の人口減

少とかそういったものに対応した、持続可能な、都

市計画が可能な将来像を目指して、いろんな計画を

立てていきます。それはそういった、先ほども言い

ました居住誘導するエリアであったりとか、それ以

外のところ、例えば市街化調整区域内において、ど

ういったところで人口密度を維持していく必要があ

るのかといったことなどについても、その中で、策

定する中で検討していきたいと思っております。で

すので、今おっしゃられたリッチランドについてど

のようにしていくのかというのは、そういった検討

をしていく今後の課題ではあると思っております。

以上です。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） よろしくお願いいたします。 

 それで今、線引きの見直しも今後検討していかな

ければならない、検討していくということなんです

けども、いわゆる市街化区域に隣接したところの調

整区域の中で、というのは、先ほど申しましたよう

に、湖西市の場合、1,500人の従業員の方がお見え

になるということは、繰り返しますけども、当然、
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値が上がるということが予測されてしまうというこ

とは、なかなか地権者の方も手放したくなくなって

くるので、そういった部分で調整区域の見直しの中

で、それとやはり調整区域に限らないんですけども、

荒地が出てきて、その土地の有効利用という部分も、

今後湖西市としても考えていただきたいなとそんな

ふうに思いますので、これは回答は結構ですが、よ

ろしくお願いをいたします。 

 それでは４番目です。 

 市長の掲げる職住近接、定住人口の増加が、かけ

声倒れになってしまっているんではないかという懸

念があるんですけども、もう早速やっていこうとい

うのは、いわゆる住もっかこさいもそうだと思うん

ですけども、その一つなんですけども、ほかに何か

あればお願いいたします。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 やはりかけ声はかけ続けていかなければならない

というのは、これは一つではないですし、今議員も

おっしゃった今回の住もっかこさいの最大100万円

ももちろんそうです。奨学金もそうですし、去年の

10月からの新婚さんのこさいおいでんもそうですけ

れども、こういったいわゆる奨励金での支給も若い

方々に対してインセンティブになろうかと思います

ので、これはある程度の期間続けていくことを予定

しておりますけれども、やはりそれ以外の、この湖

西市で子育てをしたいとか、この環境で子育てをし

たいというふうに思ってもらえるような環境整備が

何よりも重要だというふうに思っていますし、先月

末に、これはきのうもこの議場でお褒めをいただき

ましたけれども、湖西市のホームページを職員の皆

さんがリニューアルをしてくださいまして、非常に

見やすく、かつアクセスがしやすくなったというよ

うなお声は私も幾つかいただきました。その中で、

湖西で暮らそうという移住定住促進のサイトを立ち

上げて、湖西市に移住をした方の声も紹介をさせて

いただいて、その中で非常に湖西市に来たばかりで

もお子さんから高齢者の方まで、挨拶だとか、知ら

ない方でも挨拶をしてくれて、そういうような明る

くて温かい、この湖西市が温かいからこういった環

境の中で子育てをしたいと思いましたというような

声も紹介をさせていただいてます。 

 そういった方々がたくさんこの湖西市に住んでも

らえるように、今の奨励金ももちろんそうですけれ

ども、これまでやってきた高校生までの医療費の無

料化ですとか、今一生懸命、産婦人科の市有地の無

償貸し付けも、今度もまた日本産婦人科学会ありま

すけれども、そういったところでＰＲをして、継続

的に誘致活動を続けていかなければならないという

ふうに考えております。 

 何よりも、あと今土屋議員もおっしゃった土地政

策ですね。これは一気に1,500人なり、何千人がふ

えるわけでは、雇用者の方は多分、区画整理の順次

だと思いますけれども、雇用がふえるにもかかわら

ず住むところが整備できてないという事態は、これ

は当然、市としても避けなければならないというふ

うに考えていますので、市街化区域の先ほどの未利

用地はもちろん、インセンティブを働かせて、地主

さんが活用したくなる方策をとっていかなければい

けないと思っていますし、今議員おっしゃった市街

化調整区域の、どの範囲までかはもちろん、これは

本当に市街化の隣接であったりとか、そうでないと

ころもあろうかと思いますので、そこは立地適正化

計画の中なり、エリアをしっかり考えた上で、線引

き区分を考えていかなければならないと思っており

ますので、こういったさらにアイデアが、こういう

ものがあるということであれば、それはぜひ御提案

とか意見交換をさせていただければというふうに考

えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 土屋和幸君。 

○３番（土屋和幸） ありがとうございます。本当

に未来志向の回答をいただいて、大変頼もしく、う

れしく思います。 

 今、市長のほうが子育てという話があったですけ

ども、実は私の知り合いが磐田市に今度家を建てる

という、そのときの理由が、磐田市が子育てをしや

すいまちだという御本人の評価だったんですけども、

いわゆる町ぐるみで、例えばレストラン入っても、

子供さんをそのレストランの店員さんが温かく迎え

てくれるという、そういう非常にしやすいというこ
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とで、今度家を建てるという話を聞きました。そう

いったものも含めて、いろんなソフトの面とかハー

ドの面もいろいろあろうかと思いますが、湖西市が

一丸となって定住人口の維持、増加に向けていただ

けるとありがたいと思います。どうもありがとうご

ざいました。以上で終わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、３番 土屋和幸君の

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 次に10番 竹内祐子さんの発

言を許します。10番 竹内祐子さん。 

  〔10番 竹内祐子登壇〕 

○10番（竹内祐子） 10番 竹内祐子です。児童虐

待防止対策について、一般質問をいたします。 

 質問しようとする背景や経緯。昨年の９月定例会

において、児童虐待について一般質問をしています。

今また千葉県で小学４年生の少女が自宅浴室で死亡

していた事件は、児童虐待ではなかったかと見られ

ています。学校アンケートの回答では、少女が虐待

を訴えていたともいいます。母親も「暴行をとめて

も無駄だと思った。どうしようもなかった。」とい

う趣旨の供述をしていました。 

 湖西市は企業のまちで、他県からの転入や外国人

の方も増加しています。それらの方々は地域活動へ

の参加もばらつきがあり、コミュニティーの希薄化

は誰もが痛感するところです。９月定例会で質問し

たことを踏まえながら、児童虐待防止についての取

り組みを強化していきたいと考えます。 

 質問の目的。児童虐待防止と健やかな児童の成長

と子育て支援につなげるために行います。 

 質問１、児童虐待予防について、学校側が保護者

に対して行っていることをお伺いいたします。お願

いします。 

○議長（二橋益良） 答弁お願いします。教育長。

登壇してお願いします。 

  〔教育長 渡辺宜宏登壇〕 

○教育長（渡辺宜宏） ただいまの御質問にお答え

をします。 

 養育状況に心配のある児童生徒の保護者に対して

は、スクールカウンセラーあるいはスクールソーシ

ャルワーカー、市の家庭児童相談室、民生児童委員

等と情報を共有したり、見守りを依頼しながら、保

護者に対する支援体制を構築するよう努めていると

ころであります。 

 また、小学校の入学説明会では、市が発行してい

る「子育て応援読本」を保護者に配布し、また園に

おいては入園後、「すくすく子育てママ応援読本」

を配布し、子育ての方法や家庭教育の重要性を伝え

たり、育児に悩んだときの相談窓口等を紹介してい

るところであります。 

 さらに、毎年11月の児童虐待防止推進月間では、

児童虐待防止に関するポスターを校内に掲示したり、

保護者や児童生徒に対して周知・啓発を行っている

ところであります。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） ありがとうございました。そ

ういえばあれでしたね、社会教育課のほうでしたか、

子育て応援読本とかママの応援読本つくって、私た

ちもいただいて、読ませていただいて、とても読み

やすくていいもんだなと、私もそのときは見てまし

たけど、本棚に入れたまんまで、私も今、そんなの

があったなということを思い出しました。 

 そんなように、いただいてもそのまんまどこかに

置いてしまったら、なかなか気づくことができない

んですね、私のように。だから、今教育長さんがお

っしゃられましたけれども、やはりこの本を配るだ

けでなくて、多分そのとき担当の課長さんがやはり

家庭教育学級の中とか、ふたばさん、今は何ていう

名前か忘れましたけど、以前はふたば学級っていっ

てましたけど、そういう中で何かそういうお話を、

この本を使ってその本の紹介はしてますよと頑張っ

て予算か何かのときにお話をしてくれたことを思い

出しました。ですので、今せっかくこの本を皆さん

に配られているならば、今後もう少しこの本をうま

く活用していただけるようにお願いして、私はこの

１番は終わりにしたいと思います。 

 では２番目に行きたいと思います。 

 学校では、いじめや虐待についてのアンケート調

査を行っていると思いますが、それはどのような方

法で行われ、その情報はどのように共有されている
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か。また、管理方法をお伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをいたします。 

 各学校においては、毎月あるいは学期末ごとに、

学校ごと頻度は異なりますけども、記名式でいじめ

や悩みについてのアンケート調査を行っております。

また、アンケート調査以外にも教育相談あるいは日

記指導、学校での生徒間での日常会話などから情報

を得るよう努めているところであります。 

 そして、得られた情報については校内での生徒指

導委員会やあるいは学年会で情報交換を行い、全職

員が情報を共有できるようにしております。 

 特に虐待と思われる事案については、教育委員会

や市の家庭児童相談室にも情報を共有し、対応して

おるところであります。 

 アンケートをもとにして学校で対応したことにつ

いては、教育委員会に生徒指導報告として毎月報告

され、学校と教育委員会の間で情報共有をしており

ます。 

 情報管理につきましては、アンケート調査等の紙

媒体は校長が鍵がかけておける場所、そこに保管を

しております。また、指導経過等の電子媒体の記録

につきましては、現在各校に校務支援ソフトという

のが入ってますので、そこのところへパスワードを

かけて、どんどん気がついた先生方が記入をして、

管理をしているところであります。以上でございま

す。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） いろいろと教えていただいて

ありがたいと思います。 

 最初に伺いたいのは、記名式でアンケートをとっ

ているということで、子供たちはそれをしっかりと

お名前を書かれて、ちょっと困ってることがあれば

アンケートに答えてくれるようになっているんでし

ょうか。それともやはりお名前が書けない子もいる

んでしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 名前をということですが、

私が実際いたときには、全員やはり名前を書いて提

出をしていました。名前を書くのが嫌だと言われる

児童生徒については、聞いたことがないです。以上

でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） このことについて、保護者さ

んは知っているんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 保護者については知ってい

ると思います。教育相談だとかそういったのがあり

ますので、いじめのアンケートもとっているだとか、

そういったことは知ってると思いますが、何を書い

てるかというのは知らないと思います。以上でござ

います。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 私が聞いたのは、千葉のほう

のアンケートを見せろとかいろいろそういうトラブ

ルがあったということで、とりあえず保護者さんが

知ってるかというのをちょっと確認したかったもの

ですから確認させていただきました。 

 それともう一点は、案件、やはり教育委員会のほ

うにも知らせておいたほうがいいなという案件が出

てくるというお話でしたけれども、こういう案件は

どのくらいありますか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） いじめでしょうか、虐待の

件なんでしょうか。ちょっとそこのところをちょっ

とお願いしたいと思います。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 済みません。私、きょうは虐

待のほうで聞いているので、でもいじめから虐待に

いくというのもありますかね。両方、教えてくださ

い。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） ちょっといじめについては、

今このところに手持ちがありませんので、また後日

ということでどうかなと思いますが、虐待について

もそのアンケートに出ているものもありますし、日

記あるいは友達同士の会話、あるいは保健室で「き

ょうは家に帰りたくないな」という発言、そんな事

柄で、これについては素早く対応したいということ

で教育委員会等には連絡があります。以上でござい
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ます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 教育長のお話を聞いてますと、

湖西市の教育現場においては、本当に先生方や、も

ちろんカウンセラーとかいろいろな方々の支援のも

とで、しっかりと子供たちの虐待防止をされている

というのが、素直に、今私が素直に受けとめるとそ

ういうふうになっているので、いろいろ新聞記事で

載る、県内にもありましたね、東部のほうでという

記事も載ってました。ですから、今やられているよ

うにしっかりと今後も皆様で子供さんを見守ってい

っていただきたいなと思います。校長先生がしっか

りと鍵をかけるところにペーパーベースのものは管

理されてるというのは、私たちも校長室入るとすご

い大きな金庫みたいな保管庫がある、あの中に入っ

てるわけですね。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 大きな、鉄庫と呼んでます

けども、鉄庫もありますけども、ほかに校長室に小

さな鍵のかかる引き出しもありますので、その中に

入れている学校もあると思います。 

 一生懸命、今、学校では取り組んでいると思って

います。ただ、必ずどこか隠れたところにあるんで

はないかというふうな事柄はやはり常に心しており

ます。ですので、何よりも、何か言いなさい、言い

なさいという形ではなくて、子供が自然と先生のと

ころへ相談をしに来てくれる、そういうふうな人間

関係を学校のほうでつくるように、いろいろな事柄

に取り組んでいるということです。なかなかゼロ件

ですよねと言われると、ちょっと隠れてるところも

あるので何とも言えませんけども、そういうことが

ないような形で頑張っているところです。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） ありがとうございます。今、

教育長さんのお話聞いてると、小規模校みたいなと

ころは結構先生にもちょっとゆとりがあるのかなと

いう思いがあって、クラスの人数ももちろん少ない

ですので、行き届くのかなという思いがあるんです

けど、鷲津とか岡崎、新居なんかはやはり大規模校

になってくるので、やはりそこのところは教師の負

担も大きいものがあると思うんですけれども、その

状況はどうですか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 大規模校、小規模校、かか

わりなく、それぞれ学級単位というところもありま

すので、１人の先生が全部の生徒をというのはやは

り大規模校だと難しいかもわかりませんけども、１

クラスの人数は全て同じですので、教育相談だとか、

日記指導だとか、そういった事柄については大規模

校も小規模校も同じかなというふうに思ってます。 

 大規模校であれば多くの声が入るという逆の面も

ありますので、友達が多いということ、そういった

ことで対応できるということもございます。以上で

ございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 今私が学校の教育現場を見さ

せてもらってるときに、私たちが育ったときの校長

先生と、今の校長先生というのは全く違いますね。

生徒さんにすごく身近にかかわってくれてて、知ら

ない人が見たら、校長先生って地域の人は知らない

んですよ。何か用務員さんか何か、そういう方が児

童を見守りにやってきてくれてたのかなという感じ

でいて、その人が運動会とか何か見に行くと校長先

生だったというのでみんな驚きますけれども、やは

り校長先生みずからが子供たちに対してのそういう

接し方をされている、そういう教育現場が随分改革

されてきていて、私はとてもほほ笑ましく思います。

私も湖西市の現場しか見ていないのでよくわかりま

せんが、今後ともよろしくお願いいたします。 

 それでは３番目に行きます。 

 千葉県小学４年生の死亡事件では、父親が学校ア

ンケートのコピーの提示を強要し、それを渡してい

たことが問題となっています。同様の案件が発生し

た場合、市はどのように対応するのか、教育長のお

考えを伺います。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをします。 

 まず、児童生徒の安全ということをまず第一に考

え、提示は行いません。通告したことに対して、保

護者の理解が得られない場合には、児童虐待防止法
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に基づいて、虐待を受けたと思われる、思われる児

童生徒を発見した場合は、速やかに児童相談所に通

告しなければならないという義務があることを丁寧

に説明をします。それでも高圧的な保護者につきま

しては、西部児童相談所あるいは警察等と連携しな

がら毅然として対応をしていきたいと思っておりま

す。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 国のほうでも速やかにいろん

な各関係機関と連携をするようにと言われてますの

で、教師の皆様も自分の命が大事ですので、それは

速やかにやっていただきたいと思います。でも、い

ろんな記事とか本を読ませていただいてると、やは

りすごい乱暴な保護者さんがいて、身の危険を感じ

るようなことをされるそうですので、そういうとき

は必ず教師一人で対面するんではなくて、やはり複

数の教師の方々で対応していただいて、事故のない

ようにしていただきたいなと希望します。 

○議長（二橋益良） ここで質問の途中ですけども、

休憩させていただきたいと思います。 

 それでは、お昼の休憩といたします。再開は午後

１時といたします。 

午後０時00分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（二橋益良） それでは、休憩を解いて午前

に引き続き会議を再開いたします。 

 冒頭ではございますが、土屋和幸君の質問に対し、

都市整備部長から答弁の補足の申し出がございまし

たので、許可をいたします。都市整備部長。 

  〔都市整備部長 内山賀津高登壇〕 

○都市整備部長（内山賀津高） 午前中の土屋議員

からの人口減少社会に向けての定住人口対策につい

てに関する答弁について、補足説明をさせていただ

きます。 

 区域区分、いわゆる線引きにつきましては、都市

計画法に基づき県が決定しております。このため、

現在市が策定中の立地適正化計画につきましては、

計画策定時の区域区分に基づき策定することとなり

ます。ですので、計画策定に合わせて市が区域区分

の見直しを行うということは予定しておりません。

説明が不十分であったことをおわび申し上げます。 

○議長（二橋益良） それでは、竹内祐子さんの質

問の途中でありましたので、１の４番からですね。

お願いいたします。竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） それでは４番の質問に移りま

す。 

 昨年９月の一般質問で、３歳から５歳児の幼稚園

や保育園に通っていない子供が30人いる、その理由

を調査するということでしたので、その結果をお伺

いいたします。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 厚生労働省からの通

知に基づきまして、平成30年６月１日時点の対象者

ということで、市において状況把握ができていない

児童27人について、平成30年11月から平成31年１月

にかけて家庭訪問等を行いました。その結果、その

27人につきましては、養育上問題があるという家庭

はございませんでした。 

 この27人の状況につきましては、民間の事業所内

保育所や外国人学校に在籍している児童が11人、転

出の手続をせずに出国している児童が４人、家庭で

養育をされている児童が12人でございました。 

 家庭で養育している理由につきましては、自分で

育てたい、あるいは必要なときには託児所を利用し

ている、あるいは来年ぐらいから利用を考えている

などでございました。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） ただいまの御答弁で、その対

象になっていた27人の子供たちは、外国国籍の方が

何人で、日本人の方が何人か教えてください。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 日本人の方が10人、

外国籍の方が17人でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） この方たち27人の所在という

か、地区というんですか、どの地区に多いのか、地

区、多分、企業があるようなところが多いかと想像

するんですけれども、どの地区か、地区を教えてく

ださい。 
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○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） ちょっと今手元に資

料がございませんので、少し時間をいただけますで

しょうか。 

○議長（二橋益良） 暫時休憩といたします。 

午後１時05分 休憩 

───────────────── 

午後１時06分 再開 

○議長（二橋益良） 休憩を解いて再開いたします。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） お時間いただきまし

て申しわけありません。 

 鷲津地区が10人、岡崎地区が10人、新居地区が５

人、白須賀地区が２人でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） ありがとうございます。私の

聞き方というか、もっとうまく聞けばよかったんで

すけれども、多分、家庭訪問されたのでお名前とか

全て、個人情報になりますけれども、どこに住まわ

れてるとか、家族構成から全てが記録されているか

と思います。やはりそういうものは、せっかく家庭

訪問されて、しっかりと調査されましたので、市の

ほうでしっかり、対象になる子が３歳から５歳とい

うことなので、今後の子供たちのことに関して、デ

ータ化していかれると思いますが、それはどのよう

になってますか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） この調査につきまし

ては、今後も毎年調査していきたいと考えておりま

すので、これまで調査した方の記録、それから今後

例えば新たに３歳になった方で把握できない子につ

いては直接調査をするといったようなことで、そう

いった台帳の整備はしていく予定でございます。以

上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 多分、国のほうでも虐待がな

かなか減らない、ふえていくほうなので、国のほう

からもこういうふうによくわかってないものに関し

ては、各市町でしっかりと情報を把握するようにと

いう旨で通達があったと思うんですね。それを国の

ほうにお知らせした。結局、要は市のほうでも余り

わかっていないからやはりちょっと危ない、危ない

という言い方してはいけないかもしれないけれども、

しっかり国のほうでもそのデータをいただいて、そ

の人たちが転出を、そういうものを手続をしないで

どこかに行ってしまっても、ほかの市町に行かれて

も必ずその人たちがここに来ているという把握の目

安になると思います。そういうふうにしたいから、

国が一斉に各市町にそういう通達を出されたのかな

と思ってますので、６月１日現在、27人の方がいて、

それをしっかりと調査していただけたことはよかっ

たかなと私は思います。 

 それで、その調査に基づいて、その子供たちは、

市のほうの健診とか何らかの形で市とかかわるよう

なことはできるようになっているんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 今回の調査した27人

につきましては、特に現在のところ養育上の問題が

ないという判断をしておりますので、ただ、今回の

調査以外の方で、既に市のほうで把握している未就

園の方もございます。そういった方につきましては

要保護児童対策協議会ですとか、案件にはよります

けども、母子保健とか、そちらのほうで継続的に支

援をしている方もございますし、健診のときに面談

によってその辺を見守るというような対応もしてお

ります。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） わかりました。家で養育をし

ている方12人いらっしゃるということでした。この

子供たちの年齢を教えてください。 

○議長（二橋益良） 暫時休憩といたします。 

午後１時11分 休憩 

───────────────── 

午後１時13分 再開 

○議長（二橋益良） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 12人の年齢の内訳で

ございますが、３歳児が７人、４歳が２人、５歳が

３人でございます。以上です。 
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○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 私が今、年齢を何人いるかと

いうのを伺ったのは、親も子供も家庭で養育するこ

とは別に悪いことではないと私も思ってますけれど

も、小学校に入学するに当たり、やはりしっかりと

集団生活というか、そういうのになれておいたほう

がいいと思うもんですから、せめて小学校へ入学す

る１年ぐらい前には幼児教育というものを受けてお

いたほうがいいのではないかと思って伺ってます。

これは教育委員会のほうかと思いますが、こういう

子供たち、今わかりましたね、そういう人たちには

何も、小学校へ上がるための、前の段階のそういう

幼児教育を受けませんかみたいな、そういうことは

言わずに、全く幼児教育を受けずに小学校に上がる

子というのは、いるんですか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 今の質問に対してお答えし

ます。 

 ゼロかというとゼロではないと思いますけども、

細かな人数は把握していません。ただ、半日入学と

いうのが、半日入学ですかね、入学説明会がござい

ますので、その場でいろいろ状況等を確認するとい

う場面はできますけども、行きなさいという、そう

いうことは学校のほうとしては言っていないのが現

状であります。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 今私は虐待について聞いてる

もんですから、ちょっと自分の頭の中でも離れてる

かなというのがわかるんですけれども、心配するの

はやはり親子だけの関係でなく、いろんな周りの関

係も抱えてきて、そういう虐待に始まってきたりと

かする部分があるもんですから、こういうものに関

しては小学校へ入学する児童だけに対して、小学校

へは義務教育なので入るというような連絡はするけ

れども、幼児教育は家庭任せという理解でよろしい

でしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 義務教育ではないので、親

の意向ということになりますので、必ず行きなさい

というようなことはできないというふうに思ってお

ります。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） わかりました。ただ、この人

たち、地域社会で普通にやっていることを、12人の

方は家庭で教育していく、子育てしていきたいとい

うのでいくと、湖西市に転入してきて、またどこか

に行こうという気持ちの、そういう方たちでしょう

かね。何か仕事を転々とするというか、そういうふ

うに受けとめてもいいのかなと思うんですけど、そ

こまでは把握はできませんでしたか、今回の調査で

は。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 今後どうするかとか、

そこまでの調査はしておりませんので、先ほど申し

上げましたように自分で育てたいとか、今後利用し

たいとか、そういったようなこと、それからそのほ

かに今回対象にならなかった方で未就園の方にお話

を聞いてる機会もありまして、そういった中ではお

金がかかるとか、祖母が見ているからとか、通う場

所がちょっと遠いとか、そういった意見、それから

出産に伴って退園させたとか、そういったような理

由も伺ってはおります。今後、幼稚園教育、保育園

の無償化になってくれば、また若干違ってくる部分

もあろうかなとは思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） わかりました。ありがとうご

ざいました。 

 では５番目に行きます。 

 養育支援訪問事業について、幼稚園や保育園に通

っていない子供に対して家庭訪問や必要に応じてヘ

ルプサービスを行うなど、ある特定の事業に特化し

て実施することも有効策だと考えますが、今後、市

はこの事業をどのように展開していく予定なのか、

お伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 養育支援訪問事業に

つきましては、議員もおっしゃられましたように、

育児ストレスなどにより子育てに強い不安や孤立感

等を抱える家庭など、養育を支援することが特に必

要と認められる保護者等に対して、その方の居宅に



１２２ 

おいて必要な支援を行う事業でございます。 

 支援の内容としましては、保育士や保健師などに

よる相談支援、ヘルパー等による育児・家事援助な

どとなります。 

 本市では、現在まだこの事業は実施しておりませ

んが、平成31年度に子育て世代包括支援センターの

機能をおぼと内に設置いたしまして、妊娠期から子

育て期まで切れ目のない支援を充実していく予定で

ありますので、その中で、まずは実態の把握や必要

量の把握に努めて、今後の支援の内容や提供体制に

ついて検討してまいりたいと考えております。以上

でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） これから包括支援センターが

できるので、養育支援訪問事業については、まず実

態調査からして、どんなサービスが必要なのかを把

握しながら進めていきたいということと理解いたし

ました。 

 私にしてみれば、子育て支援事業計画をつくるま

でに、そこの中に何らかの形で入れていただきたい

なと思います。やはり国のほうでもこのことについ

ては推進してることなので、教育長にしても部長さ

んにしても、湖西市にはそんなに虐待に関しては問

題がないから、取り組まなくてもいいんだというよ

うに私には聞こえてきてるんですけれども、それは、

この27人は自分たちが調べた中でそういうふうだっ

た。だけどやっぱり部長はそうじゃなくて、この27

人の対象じゃない人で支援が必要だなと思う人が何

人かいるというお話がありましたので、実際はある

んですよね。ですから、やはりそこのところも踏ま

えながら、またこの１年かけながら、研究していた

だいて、そしてできましたら新しい子育て支援事業

計画の中にこの計画も踏まえていただきたいと思い

ます。 

 次に行きます。 

 ６番目。行き過ぎたしつけは虐待であり、しつけ

を名目とした不適切な育児が行われないように、保

護者に対して乳幼児健診や幼稚園、学校等の教育現

場での周知、啓発が今まで以上に必要と考えますが、

所見を伺います。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） お答えをします。 

 今先ほど議員のほうから、もう大丈夫だというふ

うな発言がありましたけども、我々もまだ危機感は

持っております。今後、今まで以上に必要だなとい

う認識も持っているところであります。 

 現在、乳幼児健診における対応としては、４カ月

あるいは１歳半、３歳児の健診時にアンケート調査

を行って、リスクが高い保護者に対しては確認を行

い、個別相談にて助言をしているところであります。 

 また、厚生労働省から昨年出されました、「子供

を健やかに育むために 愛の鞭ゼロ作戦」というパ

ンフレットが出されております。これらのものにつ

いては、健康福祉センターあるいは子育て支援セン

ターに設置をしているところであります。 

 教育・保育の現場での取り組みについては、園舎

や校舎に厚生労働省から配布された児童虐待防止ポ

スターの掲示をしたり、子育て中の保護者を支援す

るために市が作成しました、先ほども述べましたけ

ども、「すくすく子育てママ応援読本」や、あるい

は「子育て応援読本」という冊子を園児・児童の保

護者に配布し、説明をして、虐待につながらないよ

うに対策を講じているところであります。 

 また、保育園入園のしおりには、保育園は児童虐

待に関する児童相談所等への通告義務があること、

あるいは児童虐待の防止に努めること、及び子育て

相談を実施していること等が記載されており、保護

者への啓発に努めております。 

 保育においては、親子での運動遊びを各園で実施

したり、あるいは家庭での絵本の読み聞かせを推進

したり、親と子の触れ合いの機会をふやす事業を実

施しておるところであります。 

 これらのことを継続して、充実させながら、今後

は毎月配布する園だより等に児童虐待防止について

記載するなどして、保護者へのより一層の周知・啓

発に努めるとともに、現在実施している保護者面談

や子育て相談を通して、事態の早期把握・対処に引

き続き努めてまいりたいと考えておるところであり

ます。 

 また、子育て支援センターでの各種教室だとか
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小・中学校においても、「子供を健やかに育むため

に 愛の鞭ゼロ作戦」、このチラシ等を活用し、さ

らに周知・啓発に努めてまいりたいと思っていると

ころであります。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 教育長の御答弁、本当にあり

がとうございます。 

 今の親御さんは、かなり児童虐待をしてはいけな

いということを理解はされてると思うんです。私も

このことに関して、ことし２回このようなことを質

問させていただいてるもんですから、どんなもんで

も歴史というものがありまして、日本は戦前、戸主、

父親がすごく家庭内で権力を持っていまして、日常

的にも暴力が野放しにされていた時代、私が子供の

ときもお父さんは偉い、お父さんの言うことを聞か

なければならないというふうに育てられた時代で、

やっぱり明治からずっと始まって、子供は親の所有

物みたいに思われていたんですね。もちろん子供が

労働力にもならなければいけなかったし。体罰をす

ることが決して悪いというふうに見られない時代が

続いていたもんですから、今こうやって児童虐待と

いう話が出てきてますけど、そういうふうに育てら

れた親がやはり同じように児童虐待を繰り返すとい

うケースが、全部が全部じゃありませんけど、そう

いうふうになってるというふうに書かれています。

ですので、これから今後、そういうものがだんだん

だんだん断ち切られていけば、こういうものも減っ

ていくのかなということと、もう一つはやはり子供

自身に児童権利条約というのがやはり批准されてい

ますので、しっかり子供にも、自分の権利を守るこ

とをやはりこれから教えていかなければならないの

かなと思っています。以上で、私はこの児童虐待に

ついては、この質問は終わりにします。 

 次の質問に行きます。施政方針について。 

 質問しようとする背景や経緯。施政方針説明にお

いて、「職住近接」、定住の促進を強調されており

ました。市長は湖西市の強みを生かして定住促進に

力を注いでいると私は考えました。しかし、人口減

少が進む中、人口増に向けての事業は大変難しいも

のがあり、財政状況も厳しいという説明がありまし

た。 

 質問の目的は、「職住近接」推進のために行いま

す。 

 １つ目の質問は、昼夜間人口を減らすためには、

まず市外に住んでいる市職員に「職住近接」を呼び

かけることが必要だと考えますが、どうでしょうか。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 先ほどの質問にもありましたし、今御指摘のとお

り、昼夜間人口の差が１万人と言われてますので、

この昼夜間の差を減らすことがやはり重要だという

のは御認識のとおりだと思っております。 

 現実、今の現状、まず申し上げますと、ことしの

２月１日現在で、この湖西市役所の職員の方々の居

住地がどこかということを調べていただきましたら、

職員の皆さんが、市内に住んでおられる方が66.8％、

66.8％が市内に住んでおられて、逆に言うと市外が

33.2％ですので、市内が７割弱ぐらいというような

状況になっております。 

 もちろん、それぞれ個々の御家庭の事情だとか、

例えば親御さんの介護だとか、さまざまな御事情は

あろうかと思いますので、そういったことで市外に

居住をせざるを得ないという方もいらっしゃるでし

ょうから、ということもありますし、憲法で、憲法

第22条だったと記憶してますけど、居住とか移転の

自由は保障されるとなってますので、強制というも

のはできませんけれども、今議員おっしゃったとお

り、湖西市としての課題が人口減少対策である以上、

これは湖西市役所の職員であっても、極力、例えば

防災上の観点もそうですし、さっきの消防もそうか

もしれませんけれども、そういったさまざまな観点

からも「職住近接」というのは非常に重要な観点だ

と思っております。 

 先ほどもあったとおり、「住もっか『こさい』定

住促進奨励金」でありますとか、さまざまなこうい

った活動も、当然市役所の職員も対象にはなります

し、奨学金もこれから対象になっていくと思います

ので、こういったさまざまな制度を活用いただいて、

市内に住んでいただくことが重要かなと思っていま

す。 
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 また、他市町の例でいくと、これは強制はもちろ

んできませんけれども、例えば手当、住居とか住宅

手当だとかそういったものや、いわゆる採用の中で、

ほかの市町では採用の枠だとか、地元枠って昔大学

とかにもあったかと記憶してますけれども、そうい

ったものを設けてるという自治体も聞いております

ので、そこは必要に応じて、今すぐということでは

ないかもしれませんが、そういったさまざまな運用

でできるところは市内の居住を促すような形で運用

していきたいというふうに思っております。 

 あと、済みません、これは今の質問でなくても、

さっき土屋議員とかに言ったほうがよかったかもし

れませんが、やはり市内に住まない理由として、き

のうなり先ほど来出てます臭気、豚舎の問題もあり

ますので、これは今回の補正予算もそうですし、き

のうお認めいただいた補正もそうですし、当初予算

でも、さらに田中副市長にはかなり昨年の９月補正

なり、県の中で何で今湖西がと言われながら、今回

の浜名湖西岸の土地区画整理の話で、1,000人以上

が雇用が生まれて、住んでもらうことが必要なんだ

というような意義を強調していただいて、県からの

補正予算もいただきましたので、そういったことを

やはり臭気対策で、なかなか湖西にずっと住んでる

わけではない方も、これはもちろん職員でもいらっ

しゃると思いますので、そういった対策も進めてい

って、密閉化の宿舎を初め臭気対策も非常に重要だ

と考えてますので、さまざまな方策を活用して、こ

れは市役所職員を初め、皆さんに市内に住んでもら

えるようなインセンティブを高めていきたいと考え

ております。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） ２月１日に調査をしていただ

いたということで、調査内容の中に、例えば市外に

住んでいる方に対して、結婚を機に住みたいと思い

ますかみたいなことは伺われましたか。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） 済みません、２月１日現在と

いうのは、調査というか、現状把握をしたものです

ので、昨年の、さっき誰かが答弁したと、済みませ

ん、企画部長だったかな、答弁の中で、昨年の、今

回の住もっかこさいの最大100万円の奨励金の中の

アンケートで、これは市役所の職員にもアンケート

させていただきましたので、その中で市内に住むに

はどうしたらいいかとか、なぜ市外のほうに住むこ

とにしたかというような理由は、その中で聞いてい

るというふうに認識をしております。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 新所に私の子供と一緒の子供

が、市役所職員になりたくて湖西市受けたんです。

受けようとしたら、年齢がそのときたまたま、本当

去年だったらその年齢でよかったんだけど、湖西市

はだめだったといって、たまたま磐田市役所に受け

たんです。だけど湖西が好きだから、僕はずっと通

い続けるといった子が、結局、結婚を機に磐田市に

行くようになってしまったので、そういうふうに何

か違うことがあるときに、そういうのをチャンスで

湖西に住んでいただけるようになるといいなと思っ

て、今ちょっと思い出して聞いてみたんですけれど

も、人口対策をするためには、やはり市の職員も湖

西にわざわざ通ってくるんじゃなくて、定住してい

ただけるといいなと思っております。何かなるべく

若手職員とコミュニケーションをとっていただいて、

湖西市に住んでいただけるような方策をまた考えて

いただきたいなと思います。 

 ２番目に行きたいと思います。 

 「住もっか『こさい』定住促進奨励金」として最

大100万円の助成を行うとしていますが、定住して

もらえる見込みをどのように考え、実施することと

したのか、お伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 これも先ほど少し答弁の中で出ていたかもしれま

せんけれども、今回の住もっかこさいの最大100万

円の助成というのは、さまざまな方々に、市内に勤

めていらっしゃる方、市役所の職員も含めですね、

どういったものであればインセンティブが働くかと

いうことをメーンにアンケートなり意見交換をさせ

ていただきました。 

 例えば、まず実態を調査するに当たって、この市

役所の中にも入っているシステムですけれども、地
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域経済分析システム、いわゆるＲＥＳＡＳといわれ

るあの経産省がメーンになってつくりましたけれど

も、そのＲＥＳＡＳの統計情報だと、やはり結婚を

したり、新しくお家を買ったり建てたりされる年代、

大体30から39歳ぐらいの、主にはそういった方々が

湖西市内から市外に流出するというような統計情報

もありましたので、こういったこの世代の人口流出

の対策、流出防止が、極めて重要だというような認

識をもって進めさせていただきました。 

 その中で、やはりさっき申し上げたアンケートを

とらせていただいた市内の企業に働く方々とか、住

宅を買うというような興味を持たれて住宅フェステ

ィバルとかに来られた方と意見交換をさせていただ

く中で、やはり一番の御結婚だとか出産だとか、そ

ういった節目などでお家を建てられる、買うという

ことがきっかけになるということですとか、あと今、

湖西市に平成30年度予算、今年度予算まではありま

したけれども、住宅ローンの利子補給という制度は

やってましたけれども、それをそもそも今の家を買

う、湖西市内に家を買う方々は知らない。家を買う

ときに金融機関に行って初めて知ると。で、もらえ

るんならもらおうというような実態がありましたの

で、そういった費用対効果のないものではなくて、

やはり購入するときの一時金が一番インセンティブ

が働くというのは、これはふだんの意見交換からで

もこういったアンケートなどでも、明らかにそうい

ったお話が絶対的な多数でありましたので、そうい

ったお声を聞きながら、かつ、例えば今の住もっか

こさいの最大100万円も、近隣の浜松とか豊橋、ち

ょうど湖西市から出ていく対象となるような、多く

の方が家を建てられている豊橋とか浜松というとこ

ろでは導入もされていないし、予定もないというこ

とですので、ほかの例えば牧之原だとか焼津だとか

伊豆のような、これも人口減少対策として導入され

てるところはありますけれども、そういった他市町

の動向も分析しながら、かつ、もう一つは、どれぐ

らいの金額で家を建てようとする方々にインセンテ

ィブが働くかということもアンケートの中で、意見

交換の中でとらせていただいて、やはり目安は、も

ちろん多ければ多いほど、というのはどの意見でも

ありましたけれども、大体目安が100万円ぐらいと

いう意見もアンケートの中では多いパーセンテージ

を占めていましたので、そういったさまざまな意見

交換やアンケートの結果を今回のこの住もっかこさ

いの定住促進という形で、奨励金として予算に計上

させていただいたところであります。 

 もちろん、これだけでは、インセンティブにはな

ると思いますけれども、先ほども申し上げた子育て

の支援であったりとか、長い目で見たらこの子育て

がしやすい、そして高齢者になっても住みやすいと

いうようなところまで考えられるようなまちづくり

が重要だと思ってますので、あわせて道路だとか公

共交通とか、もちろんそういったこともトータルに

考えてまちづくりは進めていきたいというふうに考

えておりますけれども、今回のこのいわゆるインパ

クトのあるインセンティブというのは、さまざまな

ＲＥＳＡＳだったり意見交換だったりから導入させ

ていただいたものであります。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 確かにこの100万円というの

は皆さんにすごい反響を呼びました。 

 これからこの奨励金の助成をする条件とかいろい

ろな内容を考えていくもんだからというお話だった

んですけれども、開始は10月からですね、これやる

のは。いっぱいもう申し込みをしたい人たちがいる

と思うんですけど、例えばこの申し込みをするのが

いつからスタートするかわかりませんが、申し込み

をして、あなたに70万とか100万出すよという、そ

ういう答えを出すのにどのぐらいの時間をかけられ

るのか、ちょっと伺っていいですか。すぐできるの

かな。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） 制度というか、その交付要綱

だとか、そういったものはこれから固めてと思って

ますけれども、もう既に、この前、金融機関だとか

住宅メーカーさんには一度説明会という形でさせて

いただいて、たまたま全国放送をゴゴスマでされた

というのも聞きましたですけれども、一応の目安と

いうか、まず基本の、市内のアパートから市内でお

家を建てた方、もしくは市外から湖西市内にお家を
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買った方というのは基本があって、さらに子供さん

がお一人いたら幾らというような、そういったさま

ざまな場合分けはして、そこはほぼこういう制度で

すよということは固めて今御説明をさせていただい

てます。開始が10月からですので、どこかで線は引

かなければいけませんので、基本的には契約日です

ね、お家を買うという売買契約というか、購入契約

というか、それが10月以降に結ばれた方というふう

なことを考えておりますし、審査期間はちょっとこ

れは別にそんなに証明書類等々が確認できれば、そ

んなに市のほうで審査期間を長い期間とるというこ

とは考えておりませんので、そこの線引きの細かい

制度はこれから説明をさせていただきますけれども、

そういった制度の周知に努めていきたいと考えてお

ります。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） わかりました。私、勝手に間

違えてたと思います、自分がね。この奨励金もらえ

るというのを、決まった時点で住宅とかそういうの

に契約すると思ったんだけど、そうでなくて、住宅

会社とかローンの契約とかそういうのが決まって、

それでそういう人たちを対象にやるということです

ね、今の市長のお話だと。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） そうですね。そうですねとい

うか、ちょっと認識がそごがあったら恐縮ですけれ

ども、湖西市内に家を建ててくれる方、住んでいた

だく方という、もちろんですけれども、これは一戸

建てであろうとマンションであろうと、新築でも中

古でも、空き家でも対象にさせていただいてますの

で、そういった方々が、これからもちろんお家を買

ったりとか考えてる方々にはどんどんＰＲをしてい

きたいと思ってますけれども、始める期間は10月か

らということで、とにかく多くの方に家を買ったり

建てていただきたいというのがこの奨励金の趣旨で

す。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） よくわかりました。対象は単

身者が40歳未満で、夫婦で80歳未満だよという、そ

この年齢だけが結構大変かなと思ったりもしました

けど、いいです。理解いたしました。 

 先ほど同僚議員が聞いたわけでもないかもしれな

いけど、市長が先に答弁されてて、私本当はこの制

度の期限を決めるのかというのを再質で伺おうと思

ったときに、当分続けていきたいよと言われたじゃ

ないですか。だから人口がどこまでふえるまで続け

るのか、もしそれがあるならば教えてください。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） 済みません、こっちから勝手

に話したのでしたら申しわけありません。 

 何の制度も、これは１年やったからこれだけ効果

があったとか、去年からの新婚さんのこさいへおい

でんもそうですけれども、１年や２年で、決して、

じゃあ何件あったからいいんだというものではない

と思っています。しかしながら、財政の問題だった

りとか、効果を見きわめるには、これは最低限数年

間は続けてみての費用対効果等は見てみないと測定

もできないというのは事実かと思っていますので、

現時点で何人だとか、人口が何人これで確保できた

というのは、もちろんある程度過去の実績から目標

値は定めているようにしますけれども、明確に何年

続けますというのはちょっと、今の時点では、もち

ろん最低限３年から５年は続けてみて、そして先ほ

ど来話もあります浜名湖西岸の区画整理によって雇

用の創出があって、その方々がここに住んでいただ

くというような効果を発現するインセンティブとし

ても使えたらいいなというふうに思っていますし、

さらにやはりこの奨励金だけではなくて、さまざま

な要因でここに住んでいただく。それは土地政策も

そうですし、割高感をなくすような施策が、中長期

的には本来の政策として必要だというふうに考えて

おります。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 内容もよくわかりましたし、

議員はやたらと決算のときに、何人人口ふえたんだ

とか、やたらと聞きますんで、そこのところを覚悟

して、ある程度数値目標を考えておいたほうがいい

と思います。 

 では最後の質問に行きます。 

 人口増の施策には、結婚につながっていくための
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若者の出会いや交流の場をつくることが重要と考え

ます。このような場を若手職員の力をかりて企画し

てはどうかと思っております。どうでしょうか。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 ありがとうございます。実は今の御質問もそうで

すし、婚活だとかこういった若者の出会いとか交流

というのは、ほかのいわゆる人口減少対策みたいな

講演会だったりセミナーとかでも、さまざまな場で

講師の方々とか講演の機会で聞くこともありますの

で、これはおっしゃるとおりだというふうに思って

おります。 

 もちろん、今の人口減少対策の中では出生率を上

げるための対策というのが重要ですので、極力こう

いった婚活イベントの支援だとか、もちろん結婚そ

のものがイメージアップして、いろんなところでも

結婚っていいもんだというものも、いろんな例えば

会社でも企画されてますけれども、ブライダルサロ

ンとかでも、そういったところでも企画されてます

ので、そういった対策を続けていきたいと思ってお

ります。 

 例えば今年度、平成30年度に関していうと、湖西

市の商工会さん、青年部さんとＪＡの方々と一緒に

共催という形で、この湖西市も共催をさせていただ

いて、「湖西ｄｅ婚活」というようなイベントを浜

名湖れんが館で開催をさせていただきました。男女

合わせて36名という形で、余り多過ぎてもあれです

ので、それぐらいの規模で開催をいただいて、こう

いった交流だとか出会いの場の提供をさせていただ

いたところですし、平成31年度、この４月以降の年

度におきましても、これは広域的に遠州地方といい

ますと静岡県西部の自治体と連携をして、天竜浜名

湖鉄道、天浜線を活用した、こういった婚活の広域

な婚活イベントというものを今予定をしているとこ

ろというふうに考えております。 

 やはり一朝一夕にはもちろんいかないかもしれま

せんが、こういったイベントだとか出会いの場の提

供支援というのは続けていきたいと考えております

し、また先ほど議員からも最後にありましたとおり、

若手職員だとか、この市の職員でも、さまざま、例

えばこの平成30年度には、みらいのこさい調査事業

などで、ハッピーアニバーサリーということで、す

ごくすてきな婚姻届とか出生届を、かなりの前向き

な御提案をいただいて、その政策アイデアが実現を

したところでありまして、これは各種の報道もいた

だいたおかげで湖西市外から御購入の注文も多くい

ただいてるところであります。 

 また、湖西市の職員だけではなくて、市職員も含

めた、いわゆるＫＳＬと言われる、Ｋｏｓａｉ Ｓ

ａｉｋｏ Ｌａｂｏですね、これは企業の社員の方

であったりですとか、農業、漁業の方だとか、さま

ざまな20代、30代の方々を中心に、定期的に集まっ

ていただいて、今は湖西市の魅力の動画をつくって

いただいておりますけれども、そういったところか

らさまざまな湖西市の魅力を集めて発信するという

ことを行っていただいてますので、今回、動画のほ

かにもゆるキャラだとか湖西市の名物だとかＢ－１

グランプリに出せるような、そういったものもこれ

から考えていただければと思っていますし、さまざ

まなそういったアイデアを組み合わせながら、若い

世代の方々がみずから楽しめるようなまちになって

いけばいいなというふうに考えております。以上で

す。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 市長の話を聞いてると、本当

に何か若い人がうらやましくなるような感じがいた

します。本当市長が若くなれば、やはり行動も若手

中心になってくるのかなというふうに感じます。少

しでもいろんな人にそれが波及していけばいいかな

と思って、やはり若い人が声を出せる場所をつくっ

てあげるのは必要なのかなと思うんです。そこの中

でコミュニケーションをとりながら、何かいい発想

が出てくるのかなと思うので、湖西市にそういう場

があるのかなというのも課題の一つになってきます。

でも、気候のいいときだったら、ちょっとした公園

を使って、ちょっとピクニックスタイルでみんなで

集まって、お弁当食べながらおしゃべりタイムをす

るとか、そういうラフな感じでやっていくのも一つ

の、若い人が集まれるきっかけづくりになっていく

のかなと思います。私ももう頭が古くなってきてる
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ので、若い人がそんなのいいやとかというのではい

けないと思うので、やはり若い人がこういうことを

やりたいということをやってあげないと、若い人は

集まってこないと思います。ですので、影山市長よ

りも若い人で一生懸命そういうものをチャレンジし

ていただきたいなと思います。そして、ますます若

手の人たちがたくさん働きに、この湖西市に行けば

働く場所があるから湖西市に行きたいと言ってもら

えるように、活気あふれるまちになってもらって、

ただ働くだけじゃいかんよってその人たちが発信し

てくれれば、もっと楽しいことがいっぱいふえてく

ると思うんです。やっぱり与えられたものというの

はそんなにみんな楽しくないんですよね。自分が一

生懸命考えてこういうふうにつくり出してきたもの

というのは、みんなわくわく感があって楽しくやっ

ていけると思うので、そういうようなまちづくりを

期待しております。以上で私の質問を終わります。

ありがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、10番 竹内祐子さん

の一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 次に15番 牧野考二君の発言

を許します。15番 牧野考二君。 

  〔15番 牧野考二登壇〕 

○15番（牧野考二） 15番 牧野考二です。よろし

くお願いいたします。 

 私は、きょうは２つ質問をしようと考えてきまし

た。一つは先ほどから市長も言っておられます浜名

湖西岸土地区画整理事業についてです。それからも

う一つは、湖西市の商業・農業・工業についてお伺

いしたいと思います。 

 まず最初に、浜名湖西岸土地区画整理事業につい

てお伺いいたします。 

 本事業につきましては、平成19年に当初160ヘク

タールという規模で進めようとしましたが、規模の

大きさから進出企業の担保ができなかったこと、ま

たリーマンショック等による影響の後退により、一

時足踏みをしておりました。しかし、平成23年に発

生しました東日本大震災の影響により、低い土地に

立地する企業から高台移転へのニーズを受け、平成

27年９月に新たに50ヘクタールの規模で本事業を進

めるよう設立準備会を発足し、湖西市の技術支援の

もと、推進してきました。 

 湖西市においても非常に大きな事業であり、今後

の期待も大きいものがあります。現在計画し準備し

ている都市計画道路、大倉戸茶屋松線の西側に50ヘ

クタールという、東京ドーム10個分に相当する広さ

で、工業団地として造成されます。この広い土地を

１社で使用していただける話が、昨年協定締結がで

きました。今、浜松市第三都田地区工業団地が、同

じ規模なんですけども、14区画造成され、１区画11

ヘクタールから0.1ヘクタールで販売しております。

まだ完売ではないということを聞いております。そ

の点、１社で全て使用していただけることは大変あ

りがたいことだと思います。浜松の議員と話をした

とき、「湖西市はいいなあ」なんて言われました。

ここまで来るには多くの方々に御尽力いただいたお

かげ、感謝すると同時に、190人余りの地権者の皆

さんの仮の同意があってこそだと思います。今後ス

ムーズに進んでいくことを願っておる次第でござい

ます。 

 質問の目的としまして、湖西市において、年々人

口減少が大きな問題になっております。日本を代表

する企業が進出してくれることにより、雇用もふえ、

定住人口もふえること、そして経済の発展にも期待

できることから、この事業を成功させ、夢と希望の

持てる市にしたいと思います。 

 質問の最初ですが、事業をスタートしてから現在

までの進捗状況及び現場の概要説明をお願いいたし

ます。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いします。都市整

備部長。登壇してお願いします。 

  〔都市整備部長 内山賀津高登壇〕 

○都市整備部長（内山賀津高） お答えします。 

 本事業の進捗状況につきましては、平成32年、西

暦でいう2020年、３月末までに、この区域を市街化

区域へ編入するための国や県との関係機関下協議、

平成32年夏ごろまでに組合を発足させるための仮同

意の取得、用地測量及び事業計画（案）の作成、平

成32年夏ごろから造成工事を着手するための現地測
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量、地質調査、物件調査、軟弱地盤解析及び換地設

計準備などを実施してまいりました。 

 続きまして、現場の概況について御説明申し上げ

ます。配付させていただきました資料をごらんくだ

さい。 

 区画整理の範囲につきましては、東海道新幹線の

南側で、都市計画道路大倉戸茶屋松線の西側に隣接

した南北約１キロ、東西平均約500メートル、面積

約50ヘクタールの範囲となります。図上に黒の破線

で現在の市道を記載してございますので、そこから

範囲を連想していただけたらと思います。 

 次に現況の土地利用につきまして御説明申し上げ

ます。この地区は、主に丘陵地の山林と谷間の自然

地からなっておりまして、山林が約69％、そのほか

自然地が約25％、残りの約６％が畑、道路及び水面

などで、そのほかの区域内に１軒の住宅がございま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君、よろしいですか。 

○15番（牧野考二） ここでちょっとお聞きしたい

んですけども、高さというか、新幹線の高さより高

くなるとか低くなるとか、海抜幾つぐらいってその

辺わかりますか。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（内山賀津高） 宅地の高さになり

ますが、配付させていただいた図面で青いところで

すけれども、ちょっとこの中には水路とか調整池な

ども含まれてしまっておりますが、基本的にそれ以

外の青いところにつきましては、フラットな一枚の

工場用地となります。それで、その用地の高さにつ

きましては、標高が34メートルで造成することを計

画しております。東海道新幹線の軌道敷きの高さが

約25メートルということですので、新幹線の軌道敷

きよりも約９メートルほど高いところが工業用地の

高さとなります。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） それからもう一つ、ちょっと

お聞きしたいんですけども、最近ちょっと話が出て

きました遺跡の問題ですけども、遺跡は何カ所ぐら

いあるでしょうね。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（内山賀津高） 遺跡調査につきま

しては、補正予算等でいろいろお願い、説明をさせ

ていただいているのは、このエリア全体の調査をし

たものではなくて、おおむね南側半分、優先的に造

成していこうと思っている範囲を調査したものでご

ざいます。 

 その調査の結果、11カ所で遺跡があるのではない

かと思われるところが確認されております。ですの

で、今年度につきましてはその11カ所について試掘

調査を実施しておりまして、その結果によって来年

度本調査をやるかやらないかということになってく

ると考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） ありがとうございます。実は

この辺、非常にかまどが多くて、以前からも取材の

方が調査されて、何カ所かかまどを、私も見に行っ

た記憶がございます。ありがとうございます。 

○議長（二橋益良） ここでちょっと休憩をとりた

いんですが、よろしいですか。 

 それでは、ここで暫時休憩といたします。再開は

２時15分といたします。 

午後２時01分 休憩 

───────────────── 

午後２時15分 再開 

○議長（二橋益良） それでは、休憩を解いて会議

を再開いたします。 

 ただいま牧野考二君の質疑の途中でございます。

１番の２からですね。お願いします。 

○15番（牧野考二） それでは２番目をお聞きいた

します。 

 それでは、完成までの計画に対して、今現在の進

捗状況はということで、予定より進んでいるよとか、

予定よりおくれてるよと、その辺のことを教えてく

ださい。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（内山賀津高） お答えいたします。 

 事業完成までの長い道のりの中で、最初に行わな

ければならないのは、この区域を市街化区域に編入

することでして、先ほども答弁させていただいたと

おり、平成32年３月までにこれに必要な法手続を完
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成させる予定であります。 

 この実現に向けまして、市だけが必要な予算を確

保して調査設計などを実施しているのではなく、準

備会の役員の皆様が関係権利者を回って法手続に必

要な同意を得るなどの御尽力をいただいたり、県か

らはさまざまな支援や助言をいただくなど、関係者

や関係機関が力を合わせて取り組んでおりますこと

から、順調に手続を進めることができております。

以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） ありがとうございます。順調

だということで、なかなかこういうもの、順調に行

くということは少ないんですけど、ありがたいこと

だと思います。 

 では３番目行きたいと思います。 

 今後、事業を進めていく上で、特に課題であると

考えられることがありましたら教えてください。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（内山賀津高） 平成31年度は土地

区画整理法第18条に基づきます土地区画整理組合の

定款作成や事業計画などに関する権利者の本同意の

取得を予定しております。本同意につきましては、

総権利者数及び総地積の３分の２以上取得すること

を同法で求めておりますが、計画的に事業を推進す

るために、より多くの地権者の皆様の同意を得るこ

とが必要であると考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） たしか仮同意もたくさんの人

に同意いただけたということだったね。何％ぐらい

だったですかね。 

○議長（二橋益良） 暫時休憩といたします。 

午後２時18分 休憩 

───────────────── 

午後２時18分 再開 

○議長（二橋益良） 休憩を解いて再開いたします。 

 都市整備部長。 

○都市整備部長（内山賀津高） 失礼しました。仮

同意につきましては、地権者数でいきますと約94％、

面積でいきますと約97％、同意をいただいておりま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） ありがとうございます。 

 このように多くの人に仮同意をもらえたというこ

とがありがたいことですけども、本同意になると、

このようにもらえるかどうか、ちょっと不安なとこ

もあります。 

 では次行きたいと思います。 

 今後の予定、大まかでいいんで教えてください。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今も部長の答弁の中でもさまざま手続のほうは答

弁をさせていただきましたけれども、今後に関しま

しては、先ほど議員からもありましたとおり、ここ

を取得予定で、協定も締結をさせていただきました

プライムアースＥＶエナジーさんが、平成35年、西

暦でいうと2023年になろうかと思いますが、４年後

の７月ごろには、一部操業開始をということをいた

だいておりますので、このスケジュールに間に合わ

せることが非常に重要だというふうに考えておりま

す。そのための逆算したスケジュールといいますか、

今後、平成でいいますと31年度には市街化の区域編

入のための法定の法律にのっとった手続であります

とか、先ほども御質問にあった本同意の取得を進め

るということが必要になってこようかと思います。

また、平成でいう32年度には、組合の設立や造成工

事等を行いまして、平成33年度、次の年度には保留

地の一部引き渡しを予定しているところでございま

すので、こういったスケジュールに平成でいう35年

７月ごろの一部操業開始ということを念頭に常に置

きながら、スケジュールにのっとって進めていきた

いというふうに考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） ありがとうございます。順調

に進んでいて、そのとおり行くんではないかという

予定でおられるということですね。ぜひ、この予定

が狂うと大変なことだと思うんですね。市の職員の

皆さん、大変ですけども、ふんどしを締め直して、

きちっとやっていただきたいなと、こんなふうに思

います。以上です、これ。これで終わります。 

 次よろしいですか。 
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○議長（二橋益良） それでは主題２のほうですね。 

○15番（牧野考二） はい。湖西市の商業・農業・

工業についてということで質問させていただきます。 

 新居町商店街、鷲津商店街、新所原商店街のどこ

の地区の商店街の店も、シャッターがおりていて人

通りが少ない。これでいいのだろうか。不安を感じ

ております。 

 農業でいったら、パイロット事業でつくられた農

地に対して、どこの地区を見ても耕作放棄地が多い。

耕作放棄地は地主の管理になっております。しかし、

管理のできる人はいいけれども、地主が地元にいな

いとか、あるいはもう高齢で管理ができない地主が

ふえていると思います。今後の耕作放棄地の利用を

どのように考えているか。 

 続いて工業については、事業承継の問題を早目に

取り組まないと、事業者が取り返しのつかないこと

になると思います。湖西市の企業は自動車の部品を

加工している工場が多く、今後、電気自動車にかわ

っていくと、部品点数が減る。当然、仕事が減って

まいります。その対策を考えていくべきではないか

と思います。 

 質問の目的として、商業・農業・工業に対して早

く手を打って活性化してほしいというのが私の願い

です。 

 では最初に、商業についてお尋ねいたします。 

 湖西市は東海道線の駅が３カ所あります。各駅の

周りには駅前商店街があります。また、その他にも

各地区に商店街があります。以前にぎわっていた商

店街も、年々シャッターが閉まっている店がふえて

いるように思います。 

 湖西市の統計によると、平成19年には小売業の方

が508事業所ありました。平成24年には371事業所、

平成26年には378事業所、平成28年には381事業所が

あります。駅周辺において、どの時間帯を見ても電

車の乗降時のみ人の動きがある。その他のときは人

影がまばらであり、市として現状をどのように把握

してるか、考え方をお伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） お答えします。 

 鷲津駅、新所原駅につきましては、居住者のほか

市内企業への通勤客も多く利用しております。また、

鷲津駅、新居町駅につきましては、同じく高校生の

方も通学等で多く利用してるという状況は把握して

おるところです。また、それぞれに規模に差はあれ

ども、商店街が存在しているということは把握して

おります。 

 しかしながら、市内の居住者を含めてやはり買い

物客の多くは車を主な交通手段としておりますので、

やはり十分な駐車場がない市内の商店街よりも、１

店舗でも食品から日用品までそろうような、また十

分な駐車場が完備するような大型店に人が流れてい

るという状況であります。これにつながりまして、

やはり駅前のにぎわいにはつながっていないという

状況でございます。 

 現在は駅前の商店街につきましては、地元の皆様

の御努力で、にぎわいの創出等の事業、イベント等

を行っておるところもございますが、身近な商工会

の皆さんや商店街の皆様などと活性化について現在

御相談をしている状況でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 今、相談をしてるということ

なんですけども、このシャッターがおりたり、件数

が少なくなったというのは、今始まったことではな

いんですね。今相談しててどうなるんですか。湖西

市の商店街というのは、例えば鷲津なんか、これか

らどうなるんですか。その辺はどういうふうにお考

えですか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） やはり長年続いてき

た商店街でございますので、駅前区画整理も済みま

して、鷲津等、広場をつくりまして、いろんなイベ

ントで誘客等も図っておるところでございますが、

なかなかそこが結びついていないと。また、駅から

は少し離れてるんですけど、鷲津のれんが館等の公

共施設もありますので、そちらでもイベントはでき

るような催しを考えておりますが、今後、その辺の

活用も含めまして、創出につながるような手続をと

っていけたらなというふうに考えております。以上

です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 
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○15番（牧野考二） 非常に私の思うのには、寂し

いなと。鷲津の駅おりて寂しい思いして、例えば電

車で帰ってきたときに、あれ、何、人がいないじゃ

ないっていうのが今の鷲津ですね。それから、実は

私、ちょっとした商売やってまして、夜、ちょっと

お店の片づけやったりなんかして帰ってくるときに、

わざわざ鷲津の駅前通るんですね。そうすると大体

それが10時、11時ぐらいかな。10時半から11時ぐら

いのとき通るんですけども、そのときを見ると、誰

もいません。一人もおりません。それで、悲しいか

な、年末年始ですね、このぐらいのときには人がお

るかと。そのときですらおりません。こんな状態が

続いたら、湖西市、例えば鷲津の商店街どうなるん

だということが非常に心配になります。ぜひ、余り

ひどいことも言ってはいけませんけども、早く手を

打って、活性化してほしいなというのが私の願いで

す。 

 では２番目行きます。 

 今まで商工会を頼りにしているように見える。市

として各商店街において集客等、今後どのようにし

ていくのですか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） まちのにぎわいを創

出するため、商店街とつながりが強い両商工会と協

力しながら、鷲津商店街協同組合さんや泉町発展会

など、地元の商店街がみずからのまちを活性化する

ためのきらきらフェスタ、また屋台村、新居のほう

では旅籠まつり等の活動に対する補助を今まで継続

してまいりました。また今後も継続していこうとい

うふうに考えております。 

 また、それに加えまして、やはり買い物客を商店

街へ誘導する手段としまして、やはり定期的な、継

続的な集客イベントの開催、また先ほども申しまし

たようなれんが館等が活用できれば、またそれに加

えまして、できるならば新たな集客施設の立地、集

客等、可能性も含めて今後検討してまいりたいと考

えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） ありがとうございます。ぜひ、

集客ということで商業施設を何か考えるべきではな

いかなと。これでないと人なんて集まらないよとい

うのは、誰もが思うことではないかと思います。 

 それから、先ほど商店街に補助金を出しておりま

すね。たくさん出してますね、びっくりするぐらい。

50万円ですね。何ができますか、50万円。その50万

円の中の35万円が鷲津ですね。15万円が新居ですね、

泉町ですね。35万円とか15万円で何が企画できます

か。いくら皆さんから集めてやるといっても、私は

大したことできないんではないかと。それで活性化

ってどうやってやるですか、部長。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 補助金としては35万

円と15万円ということでございますが、本当に商店

街の皆様も努力していただきまして、鷲津の駅前の

ひまわり広場では、モーターショーであるとか、ラ

イブ、また屋台マルシェとか、それぞれ特色を尽く

したイベントも実施しておるというふうに聞いてお

ります。また、実際にやっていると。新居のほうに

つきましても、きらく市さんが毎月一回、関所の前

に出ていただいて、そういう継続的な努力もしてお

りますので、ぜひもう少しずつ人が集まれるような

企画もうちのほうでも検討しながら、一緒に考えて

いけたらというふうに考えています。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） ぜひ、私の言いたいのは、市

が主導で、商工会主導でなくて、市の主導ぐらいの

つもりで私は活性化してほしいなと。お金ばかりつ

ぎ込むのがいいじゃないけども、しっかり企画立て

て主導してほしいなと私は思います。 

 次へ行きたいと思います。 

 次に農業についてお伺いいたします。 

 農林水産省の2015年農林業センサスによれば、農

業就業人口が1990年には482万人、それから2010年

には260万2,000人、2015年には209万7,000人と、四

半世紀を経て半数以下になっています。農業就業人

口が大きく減った原因は、戦後の日本の農業を引っ

張ってきた昭和一桁生まれの方が引退されたことで

す。すなわち高齢化です。 

 農地面積は、1961年には608万6,000ヘクタールを

数えたんですが、2015年には449万6,000ヘクタール
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まで減っています。2025年には420万ヘクタールに

落ち込むと推計されます。農業人口も減り、農業耕

作地も減るので、当然収穫量も減ってきます。 

 そして、日本の人口は減っていくが、内閣の2017

年報告によると、世界の人口は2015年に73億5,000

万人、それから2030年ちょっと私、後でもう一遍確

かめたところ、2030年は85億人です。2050年には、

ちょっと私書き間違いました。直してください。97

億3,000万人です。そして2100年には112億1,000万

人になる。こういう国連の推計が出ております。で

は2100年というと、私らなんかとても生きてる時代

じゃないし、孫の皆さんが部長さんぐらいの年にな

るときじゃないかなとこんなふうに思います。 

 当然、食料不足になり、日本が世界の食料争奪戦

に巻き込まれることは避けられません。世界からの

しわ寄せが日本に、そして湖西市にも押し寄せてく

るものではないかと思います。 

 パイロット事業によって耕作地が市内各所にあり

ます。農業人口の減少から耕作放棄地がふえており

ます。地主も管理できない土地がふえている現在、

対策はどのように考えているんでしょうか。 

 また、食料不足になると予測されている点につい

て、10年、20年先、耕作放棄地の活用についての考

え方を教えてください。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 現在、耕作放棄地の

割合は、近年ほぼ横ばいになっており、約４％で推

移しております。農政推進員の協力を得まして、利

用状況調査を年２回ほど行い、耕作放棄地の所有者

に対して適正な管理を実施するよう啓発文書を送付

するとともに、今後の利用意向を確認しまして、農

地の中間管理事業や農地銀行などへの制度の登録を

促しておるところでございます。 

 耕作放棄地の増加は、長い目で見たとき、食料自

給率の低下を招く深刻な問題であるというふうに理

解しております。また、地主が管理できない土地が

ふえている状況も承知しておりますが、現在実施し

ている多面的機能支払交付金事業につきまして、近

隣の地主同士の結びつきを深めて、管理等も進めて

いただけたらというふうに存じております。 

 今後も静岡県のほうと連携した再生事業制度の継

続活用や、法人経営、大規模家族経営、新規就農者

など、多様な担い手への農地の集積・集約化をより

一層推進していく必要があるというふうに考えてお

るところでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 耕作放棄地がふえていて、県

あるいは連携とっていくということなんですけども、

それでは差し当たり、部長、どうするですか、この

土地を。ということは、私は何を言いたいかという

と、耕作放棄地を荒れたままにしてたら、次にやる

ときにはとてもじゃないけど使い物にならないんで

すね。その辺をどういうふうにお考えですか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 重複するかもしれま

せんが、現在、市内の中で13地区ですか、多面的機

能の交付金事業を進めております。やはり近隣が耕

作してて隣が荒れてるという状態が一番困るという

ことだと感じておりますので、やはり周辺の皆さん

とともに一団としてそういう農地の管理、農地の保

護を進めていくということで、県の補助金を通して

市のほうでも多面的機能支払交付金事業を進めてい

って、優良な農地は確保していきたいというふうな

形で考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 農地を確保するということは

絶対大事なことなんですね。これから、先ほど私言

ったように、日本の人口は減っても、外国の人口は

どんどんふえますね。ふえるのはアフリカと東南ア

ジアなんですね、今私が言った人口のふえるのは。

そうするとどういうことかというと、自然にその食

料というものがそっちへ流れていきますね。今、日

本だって大分外国から食料品買ってますね。この辺

を自分のとこで何とかしないと、いかんじゃないか

なと。 

 それともう一つ、今度の市長の施政方針でも言っ

ておられるように、地産地消ですよ。自分のとこで

つくったやつを自分とこで使用して、お金を市外へ

出さないということ。市内へ多く使うということが

やはり一番大事なことではないですか。今まで市長
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からいただいた書類や何か見ても、市外へ出ていく

お金というのはすごく多いんですね。これを減らす

にはやはり食料でも同じではないですか。自分とこ

でやって、そういうふうにやるということ。 

 それでこの先どういうことが起きるかというと、

今皆さん、日本では水がいっぱいあると思ってるん

ですね。水は豊富にあると。何にも困ってないと。

しかし、現実はそうではないんですね。年間800億

トンぐらい水を使ってるんです、日本で。そして今

日本が輸入している食料品をつくるのに必要な水と

いうのは、どのぐらいだと思います。約、同じぐら

い800億立方メートルぐらい必要なんです。それが

日本へ来たら、日本やれません。水不足になります。

そういうことも考慮して、何とか今の土地を利用し

て、水も何とか確保できることを考えていかないと、

我々の孫の時代になったときには困りますよという

ことなんです。今はいい。今はいいけども、孫の時

代になって困るようになるんじゃないかなというこ

とが心配です。私はもうこの世にいませんのでいい

ですけども、どうしても、我々の孫あたりが50歳な

いし60歳近くになったときには、食料難になります

よと。それをやはり先送りでなくて、今現在、考え

ていただいて、次にこうしようというような構想を

もっていただくということが私は必要ではないかな

と思います。 

 では次へ行きます。 

 中小企業の中の工業部門の現状と将来について。 

 昨年、事業承継問題について商工会が講習会を開

催しましたが、各企業の反応と進捗状況はどのよう

に把握しておられますか。お願いいたします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 昨年、平成30年７月

より、湖西市・新居町両商工会と市及び静岡県の事

業引継ぎセンターで、湖西市事業承継問題対策会議

を組織いたし、情報共有を図るとともに、両商工会

に相談の窓口を開設したところでございます。 

 また、11月より湖西市と新居町の両商工会の会員

のうち、職種を問わず従業員50人以下の事業者に対

し、事業承継の意向調査を行った結果、他の市町に

比べて回収率が高い1,241事業者のうち541事業者か

ら回答を得ておるところでございます。今後、３月

18日にはアンケートの報告会を開催しまして、この

アンケートのデータをもとに具体的な対策等を検討

していくところでございます。 

 なお、事前に、昨年来から窓口を設けてセミナー

や意向調査等で周知した結果、湖西市の商工会でも

１件、新居町の商工会でも４件の御相談があり、現

在承継について対応しているところでございます。

以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） ありがとうございます。ぜひ

これ、しっかり把握していただかないと、あと大き

な問題になるんではないかな。湖西市が火だるまに

なっちゃうよということなんですね。 

 それでは次へ行きたいと思います。 

 平成30年度、税制改正され、中小企業の事業承継

を力強く後押しをするため、事業承継の際の贈与税、

相続税の負担を軽減する事業承継税制を、今後10年

間に限って大きく拡充します。そして、今後５年以

内に承継計画を提出し、10年以内に実際に承継を行

う者を支援しますとありますが、実行するには専門

家が必要です。最初の段階での相談に対して、対応

をどのように考えているか、お伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 事業者の経営状況を

把握している両商工会さんを中心に、静岡県事業引

継ぎセンター等へのあっせんなど、事業者それぞれ

の状況に合わせた機関を紹介するなどの対応をでき

るだけ進めます。 

 また、初歩の段階での相談ということでございま

すので、市の職員につきましても商工会等が主催す

る事業承継税制セミナー等に参加するなど、初期の

相談に少しでも対応できるよう、知識の習得に取り

組みまして、連携して事業を進めてまいりたいと考

えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） これについても人任せではな

く、人材育成ということをしっかりやってほしいな

と思います。市を頼りにしてきて、きちんとした回

答がもらえんというのではかわいそうです、事業者
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に。ですからその辺をお願いいたします。 

 次へ行きたいです。よろしいですか。 

○議長（二橋益良） はい、どうぞ。 

○15番（牧野考二） では６番行きます。 

 テクノフェアを平成29年度まで商工会を中心に毎

年開催してまいりました。今後、商工会の主導とし

てではなく、市が主導として開催する計画はありま

すか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） テクノフェアの開催

につきましては、現在のところ開催の計画はござい

ませんが、関係する商工会さん等と協議して、昨年

平成30年度から販路拡大出展事業費補助金を拡充し

ました。首都圏や中京圏など、市内企業が市外の顧

客等販路獲得のための展示会等に出展するための支

援を行っております。 

 しかしながら、市内の企業のほう皆さん訪問した

際には、テクノフェア開催を望む声も少なからずあ

りました。テクノフェアが果たしていたビジネスマ

ッチングや企業のＰＲ等の機能につきましては、企

業の訪問やコーディネート事業を通じて情報収集や

情報交換、事業紹介等を継続して行うことで対応し

ていきたいと考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） 私がテクノフェアをやらない

ですかというのは、わけがあるんですね。実は、湖

西市からも名古屋出たり、東京出たりしております。

これは当たり前のことです。やらにゃいかんです。

でも、私が感じたのは、実は、平成29年だったかな、

湖西でやったときに、たまたま私が飯田市へちょっ

とお邪魔したことがあって、そこの企業さんとお話

しした方がたまたま出展されてたんです。それで私

をつかまえて何を言うかと思ったら、「済みません、

仕事ください。」って、こういう意気込みなんです

よ、向こうが出展してくるということは。ですから

それだけの皆さんが意気込みがあることですから、

ぜひ湖西市でそういうのをやって、もっと仕事をふ

やしてほしいと。 

 それから今、部長さんが企業訪問されるというこ

とをお話しいただきました。企業訪問、ぜひやって

ほしいと思います。しかしその企業訪問をやったこ

とに対して、それをどのように利用するか。事業を

紹介するってその結果何かあったですか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） お答えします。 

 企業訪問を通じまして、やはり企業の皆さんが今

困ってることとか問題に面していることなどを聞き

取りをして、商工会さんのコーディネーターさんと

一緒に訪ねたりといった仕事をしてます。 

 その中でやはり今問題になってるのは、皆様も御

承知かと思うんですけど、人手不足とか事業承継と

いう話を聞いておりますので、その中で企業訪問を

通しまして課題を見つけてきて、今現在、商工会さ

んとともに、新居のほうでも高校生を対象にした雇

用の場の創出ということで就業支援の対策を行って

ますし、市のほうでも大学生を中心に、市内企業へ

の紹介等の事業を続けて、企業と一致した事業を進

めていくということで、企業訪問のほう成果として、

そういう事業を一貫して続けていくということで御

理解いただければと思います。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） わかりました。 

 それでは次へ行きたいと思います。 

 ７番で、今現在、各工場で多くの仕事を持ってい

るが、しかし人手不足というのは困っております。 

 今後、世界的に電気自動車が主力になっていきま

す。連日、新聞をにぎわしているのが世界各地での

バッテリーの生産工場の増設であります。新設をど

のようにするかとか、しのぎを削っております。各

自動車メーカーが小さく、そして軽量で安全な、従

来の鉛電池やニッケル水素電池にかわって小型で蓄

電容量の多いリチウムイオン電池が主流になってい

くと思います。 

 湖西の企業は自動車部品加工工場が多いんです。

電気自動車が主流になると、従来の自動車と比べて

部品点数が大幅に減ってきます。当然、仕事量が減

ってまいります。今まで鉄板をプレス加工していた

部品が樹脂製品になるとか、あるいは炭素繊維、つ

まりカーボンにかわっていくとか。私も以前から仕

事が少なくなるから早く手を打ってくださいと一般
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質問で何回も聞いております。これといった対策も

聞こえておらず、見えてきておりません。今後湖西

市はどういうふうにするんですか。その辺をお聞き

したいです。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 電気自動車への切り

かえということで、各事業者が電気自動車などの社

会情勢を把握して、変革や研究、また成長していく

ために組織された、湖西市も支援している浜松地域

イノベーション推進機構の中に設置された次世代自

動車センターに参画して、情報収集や情報発信を行

ってまいります。 

 次世代自動車センターでは、参加事業者を募集し

て、研究とかビジネスマッチングとか、そういうも

のを進めていくという状況でございます。現在では、

市内の17社の事業者が参加しているところでござい

ます。 

 また、今後も企業訪問等を行う中で、センターの

紹介、また参画の呼びかけ、またはビジネスマッチ

ングの情報等も相談しながら受けていきたいという

ふうに考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） それで、ビジネスマッチング

等で得た情報に対して、市の職員の方、動いていた

だきますね。最終的にはどうするですか。私の言い

たいのはどういうことかというと、やはりトップセ

ールスしてほしいんです。市の職員が情報を得てき

て、下話をしておいて、市長に行っていただいて、

湖西市の市長でございます。仕事ください。そのよ

うなことをやらないと、仕事なんか来ないですよ。

今日本の国見てください。海外へ大きな電車の問題

があります。原発の問題あります。皆、海外出てお

ります。その最後のまとめ、どうですか。総理大臣

行って判こついとるじゃないですか。私は湖西市だ

ってそういうことをやるべきじゃないか。下話はや

はり部長のとこでやっていただいて、話をまとめと

いて、市長行ってくださいって。そうでないと仕事

なんか来ないですよ。これからどうしますか。では、

浜松のイノベーション頼りにして、やれますか。向

こうだって仕事欲しいんですよ。浜松の業者だって。

そしたらどこでどういうふうに仕事を拾うかという

ことが問題じゃないですか。それに対してやはり人

間対人間のつながりで、あちこち訪問していただい

て、それでどこか仕事を紹介してくださいよという

ぐらいの話ができるようになって、それで話をまと

めて、それで市長なり副市長が行って、済みません、

これ仕事まとめてください、湖西市にください、い

うぐらいのことをやってほしいです。それでないと

仕事なんてなかなかまとまりません。というのはど

ういうことを言いたいかというと、湖西市の50人や

100人の会社の社長が、各地域出て行って、私はど

こそこの社長でございますと出したときに、誰が認

めてくれますか。認めてくれませんよ。そうでなく

て、幾ら技術があろうと、ああそうかでよしです。

そうでなくて、下話をちゃんと市のほうでしていた

だいて、市長あるいは副市長に行っていただいて、

最後にどうぞ湖西市へ仕事くださいと、おたくのこ

ういう仕事うちのほうでやるとこあるから、仕事く

ださいと。そのぐらいの動きをしてほしいんですよ。

それが私はこれからの湖西市の今の工場を救う道だ

と、私はそう思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） やはりいろいろな企

業をあっせん、紹介していくには、やはりその企業

の中身を知るということが一番大事だと思います。

やはり私も昨年、一昨年、ことしはなかなか行けな

いんですが、訪問する中で、いろんな会社がありま

して、得意な事業、こんなものをつくってるという

ことがありますので、そういう情報をやはり集約し

ていろんなところへ出していくということが重要か

と思います。 

 その面も受けまして、今、職業訓練センターの中

ではホームページをつくりまして、参画してる企業

の仕事の内容とか得意な分野とか、そういうものを

集約した情報も私たちが会社訪問で回ったデータを

もとにつくっておりますので、そういうものを資料

にして、できるだけそういう御紹介をしていくとい

うことで考えたいと思います。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） ぜひ私はトップセールスでや
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ってください。お願いします。これは絶対大事です。

湖西市を救うだったらやってください。 

 では次へ行きたいと思います。 

 プライムアースＥＶエナジー株式会社の工場が新

たに進出してきます。どのような仕事があるかわか

りませんが、少しでも湖西市の企業に仕事を出して

いただければと思うんですが、そのようなお願いは

しておるんでしょうか。そして今後の進め方はどの

ように考えておりますか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） プライムアースＥＶ

エナジー株式会社の工場進出に当たっては、同社と

ともに市内の企業、経済が発展していけるように願

っております。その中で工場出店に当たり、資材で

ありますとか、管理用品など、地元企業がかかわれ

るもの等を採用していただけるように、プライムア

ースさんとともに協議をしてまいりたいというふう

に考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 牧野考二君。 

○15番（牧野考二） ぜひ、せっかくこれだけの大

きい工場が出てくるんであって、多分仕事あると思

うんですね。自分とこで全部100％消化できるわけ

ではない。そうするとその仕事をいかにもらうかと

いうことは、私の思うのは、浜名湖西岸へ出てくる

前にその段取りをとらないと、出てからとろうと思

っても、これ無理なんですね。もう仕事がほぼ手配

してますよ、商売ですから。そういうことから考え

ると、どうしても今のうちに手を打って、お話しで

きればお話しして、湖西市にプライムアースさんか

ら少しでも仕事がもらえるような、そんな手配をし

ていただければありがたいかなと、こんなふうに思

います。私は以上です。終わります。ありがとうご

ざいました。 

○議長（二橋益良） 以上で、15番 牧野考二君の

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 続いて５番 楠 浩幸君の発

言を許します。５番 楠 浩幸君。 

  〔５番 楠 浩幸登壇〕 

○５番（楠 浩幸） ５番 楠 浩幸でございます。

本日最後の、皆さんお疲れかと思いますけれども、

もうしばらくおつき合いください。 

 それでは、きょうも元気に一般質問させていただ

きたいと思います。 

 近年、グローバル化の進展ですとか、ＡＩ、ビッ

グデータを背景としまして社会環境が変化する中で、

産業界のニーズですとか地域の創意工夫を生かした

人材育成の推進が求められてきております。学校教

育においても新しい時代に必要となる資質・能力育

成と学習評価の実現を図るべく、2020年度、学習指

導要領の改訂が行われ、教科・科目等の新設や、目

標・内容の見直しが行われると聞いております。 

 この件につきましては、平成29年度の12月議会で

一般質問させていただいておりますので、そのとき

のフォローアップとして、とりわけ情報教育、ＩＣ

Ｔ活用教育関係において、情報活用能力の育成を図

るための考え方ですとか、カリキュラムや指導計画

を確認するとともに、社会に開かれた教育課程の実

現に向けた課題と方策を共有したいというふうに考

えております。 

 早速ですけれども、１問目の質問に入りたいと思

います。 

 小学校のプログラミング教育、平成29年12月のと

きにもお伺いしたんですけれども、それから文科省

のほうからも小学校プログラミング教育の手引が第

１版、第２版が発行され、この中を見てみますと、

全国でも多くの教育委員会がアクションを展開して

いるというような内容でございました。湖西市教育

委員会におけるカリキュラム・マネジメントに基づ

いた指導計画、指導教材の選定等と進捗と課題があ

ればお伺いしたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○議長（二橋益良） 教育長。登壇してお願いしま

す。 

  〔教育長 渡辺宜宏登壇〕 

○教育長（渡辺宜宏） 楠議員の御質問にお答えを

します。 

 プログラミング教育につきましては、本格実施に

向け、順次、文部科学省より指導に関する資料が提

供されているところでございます。これらの資料を
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活用しまして、教育委員会では平成31年度末をめど

に、学習指導要領に例示されている単元で実施する

もので構成する教科横断的な指導計画を作成するよ

う、各校へ指示をしているところであります。また

各校では、プログラムのよさを味わわせるために、

簡単なプログラムを作成する活動にも取り組ませた

いというふうに考えております。 

 なお、指導教材につきましては、各校の指導計画

に適合することが重要でございますので、教育委員

会として指定するということはせず、各校の独自性

に任せたいというふうに考えております。 

 課題となっておりますのは、外国語活動等、新た

に盛り込まれる指導内容により、教育課程がさらに

過密になっており、教科指導以外でプログラミング

教育の指導時間を確保することが非常に困難な状況

であるということでございます。子供たちが消化不

良を起こさないよう、教科・領域のバランスに配慮

するよう各校に指導してまいりたいというふうに思

っております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 平成29年12月定例会の議事録

を見直してみますと、教育長の御答弁なんですけれ

ども、「各校で平成31年度までに指導計画を立案し、

指導教材を選定するよう指示してまいります」とい

うふうに記載があったわけなんですけど、今の御答

弁ですと、平成31年度末ということなんですけど、

こちらはどちらの認識でよろしかったですか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 平成31年度末ということで

すね。その内容は。平成31年度末ですね。今現在は

平成30年度ですので、来年度末ということで答えた

つもりであります。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） この議事録をそのまま素直に

見ますと、平成31年度までということなので平成30

年度末までにというふうに勝手に理解をしてしまっ

たんですけども、日本語のとり方ということで、平

成31年度末ということなんですけども。このマニュ

アル等々見てみますと、既に移行期間に入っていて、

これ平成31年度末までに計画と教材が選定されて、

すぐゴー、翌年すぐゴー、トライの期間がないよう

に感じてしまうんですけども、それは大丈夫なんで

すか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 今、来年度に向けてどのよ

うになってるかということを今申し上げませんでし

たけども、各学校が来年度のカリキュラムを今つく

ってるところです。一応事前にどういう状況かとい

うことを伺ったところ、小学校６校中、４校ではも

うプログラミングの事柄を位置づけていると。あと

２校については来年度、プログラミングの教育の授

業を実践したり職員の研修を行って、最終的には決

めていきたいという回答を得てますので、今進行中

ということで御理解いただければと思います。以上

でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 私も市内の学校へ、小・中学

校、何校かちょっと回らせていただいて、校長先生、

教頭先生からお話を伺ってきたんですけれども、や

はりまだ具体的な計画ですとか教材についてはまだ

決めかねてるという、周りを見てるよというような

話だったんですね。 

 今、教育長もお持ちだったこの手引ですとか、い

ろんな、今ではインターネットでいろいろ検索はで

きるんです。平成29年12月にも、豊橋の事例を御紹

介させていただいて、もう豊橋は2017年から市民で

すとか企業を巻き込んで、学校と一緒になってプロ

グラミング教育を始めているよというような御案内

をさせていただきました。現在でもやられていると

いうことと、総務省のホームページを見てみますと、

静岡県内でも川根本町の事例が紹介してあったりで

すとか、お隣の浜松のほうでも浜松ＩＴキッズプロ

ジェクトというのをやられていたりですとか、近隣

の市町でもかなり事業が進んでいるというふうに感

じるわけなんですけれども、ヒアリングの中でも学

校ですとか自治体で格差が広がってるということを

危惧されてるような現場の声を聞いたんですけれど

も、教育長はそれについてどうでしょう。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） アンバランスというような
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ことがありますけども、新学習指導要領におけます

プログラミング教育というのは、プログラミングが

目的ではなくて、プログラミングを使って各教科の

事柄を深める。これが目的でありますので、プログ

ラミングが先行するということでなくて、教科のほ

うでやっていく中でこれが有効だというふうなこと

を考えていきたいというふうに思っていますし、実

は国のほうも動きがおくれているのは確かでありま

す。実はことし９月に、未来の学びプログラミング

教育推進月間、みらプロというふうな表現をしてる

わけですが、こんな事柄を計画しております。 

 静岡県におかれましても、７月に県内の小学校の

先生方を集めて、プログラミング教育という事柄に

ついての細かな説明等も予定してるというふうに伺

っておりますので、それらのものを聞きながら、今

やってるものを考えながら、子供たちに余りプログ

ラミングで負担がかかり過ぎないような形で、各学

校で取り組んでいきたいというふうに思っています。

以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 自治体ですとか学校の格差は

余り影響はないだろうというふうに教育長は考えて

いるということでよろしいですか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） プログラミング教育という

か、プログラミングをつくるということについては

あるかもわかりませんけども、学校の目的ですね、

教科の深い学びという事柄については問題はないと

いうふうに思っています。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 教育長がそのようにおっしゃ

るんであれば、また１年、私、感覚としてはちょっ

と先延ばしになってしまったのかなというふうに思

ったんですけども、いろいろな資料を見てみますと、

かなり、資料によりますと平成29年で43％の教育委

員会さんが進めているよと。それからさらに丸１年、

２年たとうとしているので、かなりまた進んでいる

ということに対して、危機感までは言わないですけ

れども、おくれを感じているのと、もう一点、プロ

グラミング教育については平成29年12月にも教育長

とも議論をさせていただいて、考え方については認

識をしておりますけれども、ただ国が言ってるのも

やはり体験を通してというふうに言ってるんですね。

実際に数学ですとか社会ですとか、いろんな科目で

事例を示して、この手引にも記載がある中で、それ

がなかなか実現できていかないということについて

は、少し、もう少し危機感をもって取り組んでいた

だきたいと思うんですけど、いかがでしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 先ほど申しましたように、

湖西市がおくれているというふうに私は思ってない

んですが、実は今、先ほど言いましたように６校の

うち４校は授業の中でどのように使ったらいいかと

いうことも進んでますし、ロボット体験を校内で総

合的な時間の中で、新聞等にもありましたけども、

やったりとか、あるいは土曜日、日曜日のところで、

いろんな事柄でプログラミング教育の講座等が開催

をされつつありますので、湖西市としておくれてる

というふうには今認識してないわけですが、あと１

年、よく見て頑張っていきたいと思います。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 社会教育課さんなんかで保護

者向けのプログラミング教室ですとか、先日は豊田

高専さんでしたか、非常に人気がよくて競争率２倍

ぐらいあったというふうなお話も聞いておりますの

で、ぜひぜひ１年あと頑張っていただきたい。 

 ２点目の質問に。先ほど御答弁の中で教育長も、

教科外のところでなかなか時間がとれないよという

ような課題をお話しいただきました。 

 お手元にも参考資料として配付をいただいている

かと思いますけれども、このプログラミング教育の

進め方の中で、下段のほうですけども、ＡからＦま

で記載がございまして、Ａ、Ｂぐらいまでが教科内

でということで、Ｃ以下の部分についてはいろんな

手法ですとかやり方等々があるかと思うんですけれ

ども、今、先ほど課題だよというふうに認識いただ

いた中で、このＣ、Ｄ、Ｅ、Ｆについての取り組み

について、どのようにお考えになっているのかとい

うことと、文科省ではＩＣＴの支援員を活用するよ

うに予算の配置もされているというふうに伺うわけ
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なんですけれども、湖西市でそういった支援員の活

用、考えがあるのか、あわせて伺いたいと思います。

お願いします。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） Ｃ以降ということでよろし

いでしょうか。 

 Ｃ及びＤの各教科等とは別に実施するものについ

ては、プログラムのよさを体験する活動として、高

学年において１時間以上実施するようあわせて指導

しているところであります。 

 さらにＥとＦの教育課程外で実施するものについ

ては、職業訓練センター等の資源を活用するととも

に、市内の企業に社会貢献活動として実施を依頼し

ているところでございます。 

 課題としましては、先ほどもお答えしたとおり、

教育課程の過密さから、Ｃ及びＤの教科とは別に実

施するものに時間を割きにくいというところにござ

います。これにつきましては、職業訓練センターや

地域センター等を会場といたしまして、プログラミ

ングやＩＣＴの公開講座を開催していただいたり、

Ｅ及びＦの教育課程外で実施するものの充実を図る

ことで補っていけたらなというふうに思っておりま

す。 

 平成30年度につきましても、既に述べ16回、プロ

グラミング教育ということで外部のほうで講座を開

催しましたし、また青少年科学の体験でも、児童が

体験する等、いずれも大盛況でございます。また、

ＩＣＴの支援員につきましては、既に年間60日とい

うことで学校に派遣をしております。研修を積んだ

教員がふえ、プログラミング教育にかかる指導力が

向上しておりますので、ＩＣＴ支援員の派遣につい

ては現段階でまずまず充足してるのかなというふう

に考えております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） ちょっと幾つかお聞きしたい

ことがあるわけなんですけれども、いろいろと湖西

市内でも社会教育課さんがほぼ主体となって民間等、

訓練センター等でセミナー等々開催していただいて

いるよというところは重々承知をしているところで

ございますけれども、そういったところで体験をし

た子供たちがさらに深い学びについてもう一歩踏み

込んでやりたいよといったときに、今社会教育課さ

ん等がやられていたり、企業さんの協力でやられて、

継続性というんですか、トータルに段階的にどのレ

ベルからどのレベルとかというような継続性も含め

て、なかなか難しいかなというふうに思うわけなん

です。そういったところも仕組みとしてお考えに今

後なっていくのかどうなのかも含めてちょっと、わ

かる範囲でお答えいただければと思います。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 実はまだそこまではなかな

か考えが進んでいないというのが現実でありますけ

ども、まず小学校、学校の中では子供たちが興味を

持つ、これがまず第一かなというふうに思ってます。

やってみたいなと思えばもうプログラミング教育の

意味があるのかな。それをもってして、そのような

外で、外部で自分なりに選択をしながらやっていく。

そういうふうな形で個人の能力が伸びていけばいい

かな。ですので、学校では全員にプログラミングの

よさ、日常生活の中でこんなところにプログラミン

グって使われてるんだよというふうな事柄を多く知

ってもらうことと、あと実際に一個でもいいですの

で、例えば六角形をつくるとか、三角形をつくると

か、そういうような事柄を自分で組んでみて、こん

なこともできるんだということがわかる。それが小

学校のプログラミング教育の意義じゃないかな。そ

れ以後については自分たちが選択をしてどんどん進

んでいける人は進んでいくし、それをまた社会のほ

うでサポートしていかなくてはいけないのかなとい

うふうには考えております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 教育長言われるとおりだと思

うんですね。まずは体験をしてもらって興味を持っ

てもらう。興味を持った子供たちにはさらに深い学

びに入ってもらって、でもその受け皿というのは、

やはり我々大人たちが用意をしておかなくてはいけ

ないなというふうなところですので、そこは共有で

きたかなと思います。 

 もう一点なんですけども、支援員のところなんで

すけども、御答弁の中では60日というふうに御答弁
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いただいたんですけども、市内に小・中学校合わせ

て11校あるわけなんですけれども、60日でカリキュ

ラムの設計まで指導していただけるというか、時間

的には大丈夫なんですか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） このＩＣＴの支援員という

のは、学校がリースをしてる会社で派遣をしていた

だいてるということであって、学校の要望に対して

教えてくれるということですので、例えば、先ほど

も言いましたように、図形を描くときにこんなこと

をしたいんだよといったときに、実際に来て指導し

てくれるし、見ていただけるというふうな事柄であ

ったりとか、パソコンに関する事柄全般にわたって

学校の要望に対して来ていただいてるということで

ありますので、今のところ要望の中でいってるのか

なというふうに思っています。 

 昨年度、全部で223件の事柄が一応あったという

ことです。授業支援の中では178件入ってくれてる。

校内研修、先生方が研修する中で16回、事務処理に

かかわることに関しては15回、環境整備について５

回と、あるいはその他というふうなことで、数多く

学校の要望に対して来ていただいてるということで

ありますので、まだまだ足りないようであれば、さ

らに要請をしていきたいと思いますが、今現在では

その要請には応えられているという段階であります。

以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 今回のテーマであります社会

に開かれた教育環境ということですので、冒頭申し

上げたように、地域のニーズですとか、企業のニー

ズですとか、産業界のニーズですとかというところ

をあわせもった教育のカリキュラムの設計をしてい

くことが目的というふうに理解をしているわけなん

ですけれども、そういった業者さんにもアドバイス

をいただきながらということなんですけれども、業

者さんとだけですか。ほかとすり合わせてこんなカ

リキュラムを設計していこうとかというようなお考

えは教育委員会としてはお持ちはないですか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） それだけかというと、いろ

いろやはり湖西市の教育については地域で地域の子

供たちを育てるということを掲げてます。そんな中

で企業の出前講座だとか講師派遣、そんなものも今

現在やっていただいてるところであります。例えば

電池教室だとか、あるいはロボットを使ったプログ

ラミングだとか、あるいはモーター教室、こんなも

のも各企業の地域貢献ということで手助けをしてい

ただいておるところであります。 

 それぞれの企業さんのほうに、またＩＣＴのほう

で何か講座があれば学校へも紹介するのでぜひお願

いしますというお願いは今してるところであります

が、今後そんなところで協力していただければ本当

に助かるなというふうに思っております。以上でご

ざいます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 安心をしました。ぜひみんな

で、地域で子育てをしていくという考えのもとでカ

リキュラムの設計をやっていただきたいなというふ

うに思います。ありがとうございます。 

 それでは最後の３つ目の質問に入っていきたいと

思います。 

 今は教育長も御答弁いただく中で、やはり子供た

ちが深い学びに結びつけていく中で、やはりハー

ド・ソフトの環境の整備が必要というふうに考える

わけなんですけれども、社会に開かれた教育課程の

実現に向けて、人材ですとか予算、時間、さまざま

な情報、リソースを、教育委員会としてどのように

マネジメントを行って、深い学びに結びつけていこ

うというふうにお考えになっているのか、評価もあ

わせて伺いたいと思うんです。 

 というのは、やはりこのリソースの部分について

は、学校単体ではやはり限界があるというふうに伺

っておりますので、やはりここは教育委員会がイニ

シアチブとってやっていただきたい部分ですので、

よろしくお願いします、御答弁を。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 今の質問にお答えをします。 

 地域の教育力の活用というのは、深い学びの柱の

一つであり、発展的な学習への接続という点で有効

であるというふうに考えております。 
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 各校では、特色ある学校づくり推進事業という予

算を活用して、地域人材の活用を積極的に推進して

おります。これに加えて教育委員会といたしまして

は、先ほども申しましたように、企業が社会貢献活

動の一環として行っている出前講座や講師派遣につ

いて、関係企業に学校が求めてる講義を伝達したり、

あるいは学校に情報を提供したりしていきたい。 

 また、社会に開かれた教育課程の評価につきまし

ては、学校は地域のニーズを掌握しているか、ある

いは学校は地域の教育力を活用しているかという視

点で評価をしております。１点目の地域のニーズの

掌握につきましては、各学校に学校評議員の方がい

らっしゃいますので、学校評議員の意見を次年度の

学校経営に反映しているという評価項目を設けて、

各校の自己点検を資料として、学校評議員会で評価

していただいておるところであります。また、地域

の教育力の活用につきましては、各校から提出され

る特色ある学校づくり推進事業、この報告書を通じ

て状況を確認し、教育委員会の外部評価委員会にお

いて評価をさせていただいてるところであります。

ともに非常に有効であるという評価を昨年度のもの

についてはいただいてるところであります。以上で

ございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 各企業ですとか外部について

の連絡ですとか、情報収集についてはやっていただ

いて、評価についても評議員、それから外部評価を

いただいてるということで理解をいたしました。 

 そんな中で、今回の質問、ＩＣＴ推進についてち

ょっと特化してお伺いしたいわけなんですけれども、

ちょっと古い文科省の資料ですとか、こういう資料

見てみますと、平成26年から29年度、４年間の計画

として、教育用のコンピューターを3.6人に１台で

すとか、普通教室に１台、特別教室に６台、いろい

ろ指標があって、総額6,712億円を国が予算を配置

しました。これは終わった話ですね。一番最近の資

料を見てみますと、やはり５カ年計画で2018年から

2022年までで、３クラスに１クラス分程度の学習用

のコンピューターの整備ですとか、３クラスに１台

というのはまあまあな台数だと思うんですけども、

学校見てみますとなかなか至ってないな。2022年も

あとちょっとだというふうに思うわけなんですね。

これ、よくよく資料を見ていくと、やはりこれも財

政措置がされていて、地方交付税措置もされている

よというようなことがあるわけなんですね。これも

やはり単年で1,805億円を地方財政措置をしてるよ

と、今年度。この本来教育委員会に行くはずのお金

が、本当に教育委員会のほうでこういう環境整備に

いってるのかどうなのか、ちょっと心配になってき

たんですけども、その辺はどうでしょう。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 今、各学校ではリースでパ

ソコンをパソコン室に置いてあるということと、あ

と各学級に１台ずつ移動用のパソコンがございます。 

 今、この授業形態等が変わってきているというこ

ともありまして、これを固定のパソコンがいいのか、

タブレットがいいのかということで、契約時点で再

度契約をするときに変えていると、固定型からタブ

レット型に変える学校も出てきているということで、

台数的にはまだまだ足りませんけども、着実に使い

やすいような形で進めているというところでござい

ます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 予算についてお伺いしたんで

すけれども、予算のほうはどうでしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 予算については特には持っ

ていないんですが、リースの、毎年予算はとってい

ます、パソコンについてはね。リースがどんどん毎

年毎年更新されていきますので、２校ずつ、11校あ

りますけども、２校ずつ新たに契約を更新していく

というのにパソコンの費用を使ってるということで

ございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） そのお話は平成29年にもお伺

いをして、楽しみですというようなお話を伺ったわ

けなんですけれども、この2018年度以降の学校にお

けるＩＣＴ環境の整備方針というのが文科省のほう

から出されていて、このＫＰＩですね、これはね。

納期が決まっている中で、３クラスに１クラス分程



１４３ 

度の、ラップトップなのかタブレットなのかはわか

らないですけれども、そういった環境整備に交付税

措置しているということなんですけども、それはど

こか違うところでお金が使われているということ、

どうなんでしょう。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（鈴木 徹） お答えいたします。 

 交付税のほうに算入されるということになります

と、なかなかその分のうちの幾らがＩＣＴ用だよと

いうのをなかなか把握ができないもんですから、今

後は、実際今、タブレットの整備状況としては各校

に大体15台から18台とか、そのぐらいの比率で一応

整備も大分進んできておるもんですから、今後ＩＣ

Ｔの授業等の推進に合わせて教育委員会としては

2019年度、新たな予算には計上はしておりませんが、

2020年度以降、必要に応じてその辺の機器の導入に

関する予算のほうも計上してまいりたいというふう

には検討しております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 目標が2020年度というふうに

言われているので、今の次長の御答弁いただきまし

た2020年以降、２年程度で整備していただけるのか

なというふうに思ってるんですけども、やはりお金

に色がついてないというところがやはり課題なのか

なというふうなことも認識をしております。なので、

ちょっと言葉を選ばなくてはいかんかもわからんで

すけども、総合教育会議が設置されることでですね、

教育行政に対する首長サイド側の影響力ですとか関

与が強まってる影響があるのかなというふうにちょ

っと感じるところが実はありまして、教育の政治的

中立がちょっと、低下までは言わないですけども、

ちょっと危惧をするわけなんですけども、そのあた

りは教育長、どんなにかお考えありますか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） 総合教育会議等が行われて、

首長と話をしたり、意見を交わしたりというふうな

ことはありますけども、中立性を欠いてるというふ

うには私は思ってません。しっかり中立的に、教育

委員５名いますので、私を含めて、取り組んでいる

というふうに思っております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 教育長がそのように認識して

いただいて、政治的な中立性は保たれてるというこ

とを確認して、私の一般質問を終わります。以上で

す。ありがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、５番 楠 浩幸君の

一般質問を終わります。 

 これをもちまして、本日予定しておりました一般

質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 以上で、本日の日程は終了い

たしました。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでご

ざいました。 

午後３時34分 散会 

───────────────── 

 

 


